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簔
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寒
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寒
岫
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咄
簔
耽
寒
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耽
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咄
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叩
寒
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円
を
借
り
入
れ
。
翌
四
十
八
年
野
辺
地
輝
夫
北
海
道
商
工
指
導
と
が
同
公
社
の
問
題
を
理
解
す
繍
錘
蕊
繍
繍
鶏
鵜
凝
議
蕊
蕊
溌
常
呂
町
良
一
大
野
孟
夫
へ
犬
野
寸
権
へ
一
℃
呂
守
農
協
農
傳
一
フ

０

『
ま
る
で
ア
リ
地
獄
Ｉ
』
・

名
寄
市
に
あ
る
北
海
道
生
薬
公

社
（
社
長
・
石
川
義
雄
名
寄
市

長
）
を
称
し
て
、
こ
う
呼
ぶ
人

が
い
る
。
は
い
上
が
ろ
う
と
す

④

れ
ぱ
す
る
ほ
ど
、
足
が
深
み
に

は
ま
り
込
ん
で
い
く
ｌ
と
い
う

意
味
だ
。
企
業
経
営
の
基
本
を

完
全
に
無
視
し
た
ぼ
う
大
な
借

入
金
。
そ
の
金
利
だ
け
で
も
何

と
一
日
十
二
万
四
千
円
。
問
題

処
理
を
一
つ
間
違
う
と
、
厳
し

さ
を
加
え
て
い
る
名
寄
市
の
財

政
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
か

ね
な
い
。
生
薬
公
社
問
題
は
、

今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ぽ

う
大
な
借
入
金
は
ど
の
よ
う
に

し
て
発
生
し
た
の
か
、
生
薬
公

社
の
前
に
ど
ん
な
問
題
が
立
ち

は
だ
か
っ
て
い
る
の
か
、
今
後

の
進
む
道
は
自
主
再
建
か
倒
産

か
、
あ
る
い
は
第
三
の
道
が
あ

る
の
か
。
同
公
社
は
今
、
大
き

な
ヤ
マ
場
を
迎
え
て
い
る
。
以

下
、
シ
リ
ー
ズ
で
同
公
社
を
取

渉唯_z､I

蕊
り
ま
く
問
題
を
追
っ
て
み
る
っ

年
商
一
億
六
千
万

『
よ
く
降
っ
た
な
Ｉ
』
『
ボ

ッ
ボ
ッ
除
雪
で
も
や
ろ
う
か
』
。

狭
い
事
務
所
の
中
で
、
男
性
職

員
が
二
人
、
ス
ト
ー
ブ
の
周
り

の
い
す
に
ど
っ
か
と
腰
か
け
、

お
茶
を
す
す
り
な
が
皇
藷
を

交
わ
し
て
い
た
。
『
今
年
ば
雪

が
多
い
。
雪
の
重
み
で
フ
レ
ー

ム
ハ
ウ
ス
が
つ
ぶ
れ
な
い
か
と

心
配
な
ん
で
す
』
と
そ
の
う
ち

の
一
人
が
話
し
て
い
た
。

こ
こ
は
名
寄
市
大
橋
に
あ
る

北
海
道
生
薬
公
社
の
管
理
事
務

所
。
中
田
一
良
支
配
人
を
ト
ッ

プ
に
六
人
の
職
員
が
い
る
。
中

田
支
配
人
は
五
十
六
年
四
月
、

市
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
派
遣
職

員
。
残
る
五
人
は
公
社
の
職
員

で
ア
リ
地
敲

I

五
億
七
千
万
円
と
い
う
ぼ
う

大
な
累
積
赤
字
を
抱
え
る
企
業

の
中
心
と
な
る
事
務
所
、
と
い

っ
て
も
、
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な

い
。
企
業
努
力
の
限
界
を
は
る

か
に
越
え
た
赤
字
を
抱
え
て
し

ま
っ
た
せ
い
か
。

同
公
社
は
設
立
三
年
目
の
昭

和
四
十
七
年
に
約
一
億
五
千
万

酬
道
を
過
択
し
だ
叩
川
船
糾
剛
伽
拙
の
胤
か
州
尋
吋
詮
劉
鄙
川
金
利
が
経
営
圧
迫
十
・
六
倍
も
多
く
借
り
入
れ
し
の
年
間
金
利
総
額
が
、
年
間
売
は
あ
り
得
ま
せ
ん
』
と
話
す
。

だ
。
こ
の
ほ
か
、
主
婦
を
中
心
ま
で
七
年
間
、
事
態
は
好
転
す
も
の
と
い
え
ば
酷
だ
ろ
う
か
。
『
一
般
企
業
な
ら
と
っ
く
に
て
い
る
こ
と
に
な
る
心
り
上
げ
の
五
群
近
く
な
れ
ば
、
同
公
社
に
当
て
は
め
て
み
る

と
し
た
十
人
の
臨
時
職
員
（
通
る
ど
こ
ろ
か
、
借
入
金
は
金
利
同
公
社
の
現
状
を
簡
単
に
拾
倒
産
で
す
よ
』
と
指
摘
す
る
の
一
方
、
金
融
筋
は
ど
う
み
て
も
う
そ
の
企
業
は
見
込
み
な
し
と
、
年
間
売
り
上
げ
の
五
計
は

年
麗
用
）
も
い
る
。
を
生
み
、
そ
れ
が
経
営
を
圧
迫
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
同
公
社
・
は
、
市
内
の
あ
る
経
営
指
導
の
い
る
か
。
あ
る
金
融
関
係
者
は
と
判
定
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
約
八
百
三
万
円
。
現
状
は
許
容

『
私
ど
も
の
場
合
、
そ
の
企
業
ん
な
場
合
、
融
資
を
行
う
こ
と
限
度
の
五
・
六
倍
と
い
う
こ
と

Ｐ
、金
利
が
且
日
ｎ
万
円
も

円
を
借
り
入
れ
。
翌
四
十
八
年
野
辺
地
輝
夫
北
海
道
商
工
指
導
と
が
同
公
社
の
問
題
を
理
解
す

繍
繍
繍
繍
鱸
》
鱸
梨
蚕
溌
望
悪
譲
鐸
羅
繊
畢
蕊
藤

に
二
億
三
千
八
百
万
円
、
そ
し
セ
ン
タ
ー
企
画
調
査
部
長
Ⅱ
道
る
上
で
の
出
発
点
と
な
る
。

て
五
十
一
年
に
は
五
億
二
千
二
嘱
託
・
中
小
企
業
診
断
士
Ⅱ
）
年
間
売
り
上
げ
の
三
・
五
倍
嵐
組
社
長
）
野
村
義
正
（
名
寄
金
常
務
理
事
）
島
田
要
一
（
元

蕊
》
一
一
万
円
と
五
億
円
の
大
台
を
突
破
に
依
頼
、
同
生
薬
公
社
の
実
態
に
の
ぼ
る
借
入
金
。
借
入
金
の
◇
北
海
道
生
薬
公
社
役
員
▽
衛
生
公
社
社
長
）
大
久
保
光
義
名
寄
信
金
理
事
長
）
▽
相
談
役

識
①
す
る
借
入
金
。
こ
の
時
点
で
会
を
診
断
し
て
も
ら
い
、
道
に
提
金
利
は
年
間
四
千
五
百
二
十
六
社
長
Ⅱ
石
川
義
雄
（
市
長
）
▽
（
大
久
保
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
Ⅱ
新
田
進
（
名
寄
市
助
役
）
石

職
職
雛
一
一

社
更
生
法
も
検
討
さ
れ
た
。
出
さ
れ
た
診
断
書
の
中
の
一
万
円
と
な
っ
て
経
営
を
圧
迫
す
取
締
役
Ⅱ
中
山
正
泰
（
名
寄
商
佐
藤
貢
（
丸
萬
佐
藤
専
務
）
金
川
昇
（
名
寄
市
経
済
部
長
）

Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅲ
し
か
し
経
営
陣
は
市
か
ら
の
節
。
こ
の
指
摘
が
正
当
な
も
の
る
。
工
会
議
所
会
題
斎
藤
秀
信
（
井
歳
且
釜
井
建
材
社
邑
田

こ
の
ツ
ケ

は
ど
こ
へ

し
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
こ

ろ
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い

る
。

企
業
の
原
則
無
視

「
す
べ
て
の
中
小
企
業
は
今

○

日
、
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て

お
り
、
食
う
か
食
わ
れ
る
か
の

闘
い
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
当

社
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

雰
囲
気
が
極
め
て
薄
い
も
の
が

あ
る
ｌ
ｕ
・
こ
れ
は
昨
年
、
道

が
在
札
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（

借
り
入
れ
を
一
言
に
自
主
再
建
か
ど
う
か
。
答
え
は
今
日
の
同
．
．
’
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許
容
限
度
刈
倍
の
借
金

は
「
公
社
」
の
名
称
を
持
つ
が
、

法
的
に
は
商
法
、
民
法
上
の
法

人
、
つ
ま
り
一
般
の
株
式
会
社

だ
。
業
務
は
生
薬
の
受
託
加
工

と
浴
剤
ピ
ヤ
シ
リ
や
エ
ゾ
ウ
コ

ギ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
販
売
と
大

き
く
二
本
立
て
。

年
間
の
売
り
上
げ
は
受
託
加

工
と
販
売
を
合
わ
せ
て
一
億
六

千
万
円
ほ
ど
。
こ
れ
に
対
し
借

入
金
が
五
億
六
千
九
百
万
円
（

い
ず
れ
も
五
十
七
年
度
決
算
か

ら
）
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
こ

１
Ｊ

専
門
家
。
一
．
一
の
専
門
家
に
よ
る

と
旦
般
企
業
の
借
入
金
は
、

設
備
資
金
、
運
転
資
金
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
運
転
資
金
の
場

合
で
は
、
一
般
に
年
間
売
り
上

げ
の
三
分
の
一
に
な
っ
た
ら
そ

の
企
業
は
ア
ウ
ト
で
す
』
と
指

摘
す
る
。

つ
ま
り
同
公
社
の
場
合
、
年

間
売
り
上
げ
の
三
分
の
一
は
五

千
三
百
万
円
余
り
。
そ
れ
が
五

億
六
千
九
百
万
円
に
も
ふ
く
ら

ん
で
い
る
か
ら
、
許
容
限
度
の

鄙
３
吋
町
イ

’

1

大型債務を抱え経営危機に立つ生薬公社の管理事務所
P

I

に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
公

社
は
法
的
に
一
般
企
業
で
あ
り

な
が
ら
、
い
か
に
企
業
経
営
の

原
則
を
無
視
し
、
い
た
ず
ら
に

資
金
投
入
を
続
け
て
き
た
か
、

を
は
っ
き
り
と
物
語
っ
て
い

る
◎

特
に
年
間
四
千
五
百
二
十
万
一

円
と
い
う
金
利
は
、
一
日
の
平
一

均
で
十
二
万
四
千
円
。
こ
の
金
一

利
は
、
い
ま
、
こ
う
し
て
い
る
一

間
に
も
一
日
一
日
と
増
え
続
け
一色 ●

て
い
る
。
問
題
解
決
が
一
日
も
一● ■

急
が
れ
る
理
由
で
も
あ
る
。
一■

ぼ
う
大
な
借
入
金
と
増
え
統
一●

け
る
金
利
。
こ
の
つ
け
は
一
体
一

だ
れ
が
負
う
の
か
。
ま
わ
り
回
》

■ ●

っ
て
市
民
の
負
担
に
な
ら
な
い
一

●

か
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
そ
う
な
皿● ●

ら
な
い
と
い
う
保
証
は
全
く
な
一、●

い
の
だ
。
一
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一
一
一
Ｐ

『
正
直
言
っ
て
、
あ
れ
だ
け

●
●

●
●
●
、

●
●
●

ｇ
●
●

０
０
●哉
牛
蕊
原
料
を
腐
ら
せ
て
、
経
営

雛
が
い
つ
ま
で
も
続
く
か
疑
問
で

●
●
●

Ｄ
０
Ｏ

●
●言
し
た
』
『
収
支
が
ま
か
な
え
れ

●
●

●
●
●難
ぱ
公
社
の
意
義
が
あ
る
と
思
っ

●
●瘡
て
い
た
が
、
運
営
が
安
易
で
真

●
●
●

●
●
●報
剣
さ
が
な
か
っ
た
の
早
い
時
期

一
一
一灘
、
に
監
査
を
厳
格
に
や
れ
ば
、
こ

●
●
●

●
●
●
・
劃
ん
な
に
赤
字
に
な
る
の
券
防
げ

０
●

●
■
●驚
た
の
に
…
．
』
・
牛
棄
公
社
の
あ

●
●
●●
●
０

害
る
元
職
員
は
、
こ
う
振
り
返
つ

●
０
●

●
●
、戦
て
悔
や
む
。

一
一
一
・寒
地
農
業
の
確
立
、
流
通
機

●
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●
・
・

剴
構
の
整
備
な
ど
を
掲
げ
て
出
発

●
Ｇ鷺
し
た
生
薬
公
社
。
膨
大
な
負
侭

●
●
●

●
●
●号
を
抱
え
る
今
日
の
噛
め
る
姿
“

●
●

●
０
●難
は
、
設
立
後
五
年
ほ
ど
の
間
に
、

●
①溝
す
で
に
そ
の
様
相
を
見
せ
は
じ

●
●
●戦
め
て
い
た
。

一
一
一●
●
４

●
●
●

買
付
過
剰
の
原
料

●
、
●

●
●
Ｇ

●
●
■

●
０
，

●
●
ａ

一
一
一
●
●

同
公
社
の
設
立
は
四
十
五
年

●
Ｄ
●

●
０
●

●
●
●

●
●
●

●
●
●二
十
二
月
。
名
寄
市
八
百
万
円
、

●
●

●
●
●撰
道
五
百
万
円
、
名
寄
信
金
や
地

●
●涜
元
農
協
な
ど
が
一
言
万
円
を
出

●
●
●

●
●
●増
資
、
道
北
の
牛
棄
セ
ン
タ
ー
を

一
『
一

●

Ｉ
１
１

I■■、●●●●■ー●

ー●､●●●●●ー●

-●●●●●●‐

腰彪

●●●●。■■●●●●●●.~●●●●e■4■■●●●●●●

●●●●●ー●●●Q●●●■■■●●●●●●●■■■■●●●●●■●■■

●●●●●ー●●●●●●‐●●●●●●‐●●●■●■e

身 ､Z典㈱…ロロロ
●●●

■■●

●●

OIO

錆
●●●

●●●

●●●

●●●

●●

000
●●

■●●

●●●

●●●

●●●

●●●

●●

010

亀
一
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６

凸
■
■
●
●
●
《

●
一
■
■
■
●
●
●
一

●
■
■
句
■
、
。

目
指
す
。
・
名
寄
市
内
に
は
、
三

十
八
年
に
誘
致
し
た
国
立
薬
用

植
物
栽
培
試
験
場
が
あ
り
、
地

道
な
研
究
が
進
ん
で
い
た
。

当
時
は
減
反
が
始
ま
り
、
転

換
作
物
を
模
索
し
た
時
期
。
薬

用
植
物
に
対
す
る
国
の
融
資
や

補
助
制
度
は
全
く
な
か
っ
た
。

公
社
は
、
市
内
や
道
東
の
農
家

か
ら
原
料
を
買
い
付
け
、
試
験

的
に
セ
ン
キ
ユ
ウ
の
加
工
に
着

手
す
る
（
四
十
六
年
度
）
・

並
行
し
て
、
農
家
に
生
薬
作

付
け
を
奨
瑚
四
十
七
年
春
、

神
尾
正
専
務
（
元
大
野
農
協
組

合
長
）
が
着
任
す
る
が
、
加
工

・
調
整
施
設
の
整
備
は
後
手
に

回
っ
た
。

公
示
価
格
を
設
定
、
契
約
栽

培
を
進
め
た
結
果
や
、
同
年
秋
に

は
大
量
の
生
原
料
が
次
々
と
名

寄
に
集
ま
り
、
た
ち
ま
ち
工
場

ヨ
イ
亀
胃
弓
刀
０
４
少
琵
伺
Ｊ
追
刀
＆
イ
ご
Ｕ
ｚ
〆

▲
■
■
●
●
●
●
●
●
ａ
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
一
■
■
■

■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
口
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■

ロ
■
可
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
屯
●
●
●
●
●
●
■
■
■

ホ
タ
ン
卦
け
三

。
０
６
．
‐
１
Ｑ
ｖ
１
１
４
も
’
９
１
１
．
。
①
．
。
■
、
↑
ゥ
‐
△
旬
Ｔ
“
．
‐
，
。
。
ｑ
令
‐
｝
‐
‐
｝
Ｌ
０
‐
４
‐
１
Ｊ
１
．
０
４
①
‐
４
。
、
‐
｝
。
『
｝
，
。
‐
・
Ｉ
・
口
、
。
●
‐
１
１
‘
０
叩
Ｐ
４
‐
｝
す
巴
０
‐
４
句
・
ワ
手
‐
‐
１
個
割
ｑ
１
４
．
‘
軸
▽
・
可

，
９
９
‐
４
’
’
１
１
日
０
口
、
｛

『
》
『
巳
ご
毎
午
Ｉ
Ｄ
亘
一

Ｌ
■
』
●
ご
‐
，
‐
一
一
■
具
ｆ
令
》
■
里
■
①
一
・
・
》
寺
”
Ｕ
■

マ
。
●
、
○
・
守
守
子
・
」
‐
』
．
Ｆ
●
４
口
弔
叱
『
可
牙
’
出
、
い
り
』
．
歩
一
一
℃
評
春
醒
助
『
．
岬
学
叫
．
‐
．
。
’
ロ
一
・
聿
一
．
ｒ
ｆ
ｒ
｝
一
雪
『
ロ
●
‐
口

箪
篭
鰄
掻
騨
警
溌
詮
認
琴
詮
蕊
幕
識
燕
曇
蕊
渋
蕊
懲
驚
薫
鴬
篭
審
蕊
鑑

‐
‐
｝
〃
．
ご
‐

に
野
頼
み
。
秋
に
収
種
し
た
生

原
料
は
、
発
酵
、
腐
敗
、
凍
結

の
繰
り
返
し
。
結
局
品
質
は

下
が
り
、
製
品
化
し
て
も
付
加

価
値
は
低
か
っ
た
。
こ
う
し
た

状
態
は
、
数
年
間
も
続
い
た
。

『
こ
う
も
利
潤
を
追
求
し
な

く
て
い
い
の
か
ｌ
と
、
疑
問
に

思
う
ひ
ど
い
運
営
だ
っ
た
：
●
・
』

は
パ
ン
ク
状
態
。
処
理
能
力
を

オ
ー
バ
ー
す
る
量
を
買
い
付
け

た
た
め
、
倉
庫
に
収
容
し
き
れ

な
く
な
る
。
本
格
的
な
雪
を
前
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破
産
し
た

直
営
農
場

事
務
所
（
当
時
は
大
通
南
二
）

に
戻
る
と
カ
ー
テ
ン
が
閉
じ
て

い
る
。
幹
部
職
員
ら
は
、
早
々

と
試
運
転
中
止
を
決
め
、
神
尾

専
務
の
私
邸
で
煙
突
立
て
の
手

伝
い
を
し
て
い
た
…
と
。

腐
敗
し
た
生
薬
は
、
石
灰
を

混
ぜ
て
堆
肥
に
す
る
べ
く
道
路

脇
に
頼
ん
だ
物
も
あ
る
。
四
十

八
年
秋
に
買
い
付
け
た
道
東
の

原
料
に
、
代
金
の
未
払
い
が
発

生
。
翌
年
春
、
関
係
農
協
が
チ

ャ
ー
タ
ー
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク

く
れ
套
瘡
』
Ｉ
以
飼
て
糞
。
保
簑
困
是
公
社
琴
フ
ゥ
を
約
四
萱
種
す
る
裏
社
設
立
の
趣
亨
冷
害
農
家
と
契
禦
培
を
行
Ｒ
全
販
売
室
っ
せ
鑿
行
う
⑥
菫

公
社
で
働
い
た
経
験
の
あ
る
人
は
、
開
発
局
と
相
談
し
て
河
川
が
結
果
は
同
じ
。
サ
イ
コ
と
い
の
影
響
が
少
な
い
農
作
物
に
よ
量
を
買
い
取
る
③
土
根
の
調
整
益
金
は
保
留
し
て
、
公
示
価
格
謡

た
ち
は
こ
う
話
す
。
敷
に
種
ん
だ
ｉ
雪
の
下
に
な
っ
う
薬
草
を
い
き
な
り
一
莎
ほ
ど
る
寒
地
農
業
の
確
立
、
投
機
性
加
工
、
信
頼
の
あ
る
製
品
に
調
↓
の
安
定
維
持
に
努
め
る
ｌ
な
ど
程

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
た
原
料
は
、
腐
敗
防
止
の
た
め
ま
い
て
み
た
が
、
雑
草
に
負
け
の
強
い
生
薬
流
彌
麗
樗
の
整
備
・
整
す
る
④
製
品
は
、
信
用
お
け
弁
重
姦
〒
内
容
に
掌
げ
て
い
た
。
器一一

っ
て
い
る
●
調
整
工
場
の
試
運
た
び
た
び
掘
り
返
し
、
少
し
ず
て
し
ま
い
収
穫
は
ゼ
ロ
。
こ
の
，
‐
，
；
，
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
，
‐
…
，
，
‐
，
‐
‐
‘
…
，
，
，
‐
‐
，
１
，
‘
！
；
‐
‐
‐
…
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
．

転
前
日
、
工
場
の
職
員
ら
は
ど
つ
調
整
加
工
す
る
が
品
質
は
ダ
年
、
農
場
開
設
の
た
め
に
公
社
Ｉ
あ
る
元
農
婦
は
こ
う
話
す
。
う
少
し
堅
実
に
や
っ
て
く
れ
れ
四
十
九
年
度
末
の
借
入
金
は
割

し
ゃ
ぶ
り
の
雨
の
中
、
ト
ラ
ッ
ウ
ン
。
職
員
を
十
三
人
か
ら
二
十
一
人
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
試
験
場
と
ば
・
・
：
』
１
本
間
尚
治
郎
前
試
験
二
億
八
千
五
百
万
円
。
う
ち
半
無

ク
で
智
恵
文
地
区
へ
生
薬
原
料
処
理
能
力
を
無
視
し
た
生
産
に
増
員
○
臨
時
職
員
を
含
め
る
公
社
が
疎
遠
に
な
っ
て
ゆ
く
。
場
長
は
残
念
が
る
。
結
局
直
分
は
神
尾
専
務
が
役
員
経
験
の
こ

の
調
達
に
向
か
う
。
十
月
の
あ
奨
励
と
買
い
付
け
、
品
質
低
下
、
と
四
十
Ｊ
五
十
人
を
数
え
た
。
『
助
言
は
聞
い
て
も
ら
え
ず
、
営
農
場
は
一
年
で
破
産
し
た
。
あ
る
北
信
連
か
ら
借
り
入
れ
。
郷

る
土
萱
。
作
業
を
終
え
ゞ
人
件
費
の
増
大
皇
循
環
が
ゞ
の
三
医
薬
用
原
材
料
癖
蕊
灘
篭
騨
移
入
人
事
の
盤
書
ゞ
時
の
市
政
の
特
徴
に
移
入
》

人
事
が
あ
っ
た
。
嘱
埼
道
行
前
眠

『
あ
ま
り
に
原
料
が
腐
る
の
で
、
十
数
台
が
原
料
を
運
び
出
す
。
て
直
営
塵
扇
を
ス
タ
ー
ト
。
‐
だ

心
配
し
て
偉
い
人
に
言
っ
て
も
こ
の
年
へ
乾
燥
庫
を
増
設
す
る
が
、
無
残
な
結
果
に
終
わ
っ
た
。

傘
秘
密
だ
ぞ
〃
と
取
り
合
っ
て
が
、
原
料
は
相
変
わ
ら
ず
や
っ
前
年
失
敗
し
た
土
地
に
ハ
マ

、

１
ぺ
ず

能
力
超
え
腐
っ
た
原
料

等
．
‐
‐
，
ｉ
‐
１
１
１
・
‐
‐
。
！
．
；
・
ｈ
Ｄ
１
４
Ｉ
’
１
９
‐
、
１
１
可
１
１
１
０
｜
副
１
．
１
ｉ
‐
判
訓
一
↓
『
’
聖
判
幻
、
副
Ｉ
帥
刈
１
過
鋤
一
．
刊
訓
利
祁
ｊ
可
知
剖
判
‐
や
’
１
１
湖
耐
判
刈
響
旬
●
Ｉ
”
湖
ｂ
ｊ
Ｉ
凹
帝
Ｉ
蝿
。
、
、
，
！
‐
‐
、
塚
ｉ
，
叩
副
１
１
司
１
Ｊ
１
，
．
毛
，
！
●
『
『
ｊ
、
０
や
●
’
典
，
、
‐
恥
’
刈
副
珂
州
１
１
‐
‐
’
Ｉ
刊
，
１
１
，
印
０
１
０
０
．

霧
擬
態
蕊
驚
齢
涯
竪
蕊
涛
謂
迩
蕊
嘉
蕊
課
藤
蕊
繁
燕
餅
蕊
篭
藍
溌
縦
鷺

続
き
、
赤
字
は
雪
ダ
ル
マ
式
に

増
え
て
ゆ
く
。

直
営
農
場
の
失
敗

も
う
ひ
と
つ
の
赤
軍
率
や
大
の

臺
固
に
、
富
富
農
電
の
失
敗
が

あ
る
。四
十
八
年
、
公
社
は
海
岸
部

に
育
つ
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
を
約
二

海
、
智
恵
文
地
区
で
試
作
す
る

が
発
芽
は
皆
無
だ
っ
た
。
翌
年
、

育
苗
増
殖
を
目
的
長
智
恵
文

智
東
地
区
の
農
地
を
買
い
上
げ

『
、
今
’
・
冒
剖
・
巳
づ
ら
・
毎
７
・
冨
ｒ

Ｌ
①
七

に
Ｉ
と
ケ
シ
団
地
構
想
が
登
場

し
て
い
る
。
『
赤
字
に
な
る
の

で
危
険
』
と
助
言
す
る
薬
草
試

験
場
な
ど
の
声
を
よ
そ
に
、
内

渕
な
ど
の
直
営
農
場
に
作
付
け

た
が
、
専
ら
雑
草
と
の
闘
い
。

『
ろ
く
に
研
究
も
せ
ず
荒
地
へ

い
き
な
り
ま
い
た
の
で
、
想
像

も
つ
か
な
い
草
が
生
え
た
。
ケ

シ
よ
り
雑
草
の
生
長
が
早
く
、

除
草
は
手
作
業
で
労
力
が
か
か

り
ま
し
完
．
貧
乏
草
が
生
え
て

あ
れ
で
貧
乏
し
た
ん
で
す
よ
』

I

。

咄
》
謹
恥
Ⅷ
一
蕊
》
咄
鍾
諄
岫
叩
謬
飯
鯉
一
議
》
叩
唖
一
議
亜
叩
釦
一
謹
如
岫
一
一
議
亜
岫
葬
琴
瀞

〃

●
●
●
●
凸

な
ど
を
目
的
に
設
立
。
①
園
内
《
る
生
薬
会
社
に
よ
っ
て
組
織
さ
一
』

の
需
襄
況
や
市
雪
雲
一
誓
義
、
団
体
に
販
売
す
皇

生
薬
買
い
入
れ
価
格
の
決
室
②
⑤
ほ
場
を
設
置
、
種
苗
の
育
成
塒

・
・
篭
，
’
，
’
ふ
ぢ
●
。
‐
制
‐
潮
．
。
、
‐
，
、
１
吋
‘
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｆ
Ｊ
Ｉ
利
，
－
１
６

Ｆ
‐
・
》
Ｏ
ｒ
ｌ
Ｕ
。
ｇ
↑
』
一
口
凸
寺
ｑ
・
凸
Ｊ
■
ロ
’
一

蹴
緯
礎
郷
詑
鐸
露
｝
綴
一
弘
《
一

人
事
が
あ
っ
た
。
蛎
崎
道
行
前
弐

助
役
、
神
尾
専
務
は
、
道
南
の
謡●●

喝
大
野
町
出
身
で
友
人
同
士
。
公
二●●●

か
社
の
主
導
権
は
神
尾
専
務
が
握
器●●

い
っ
て
い
た
が
、
監
査
は
甘
く
、
二●

州
周
囲
の
憂
慮
も
ほ
と
ん
ど
反
映
無●●０●

業
さ
れ
な
か
っ
た
。
勤
務
時
間
内
程
一●●△

作
に
職
員
が
助
役
、
専
務
宅
の
庭
二●●・

鵬
作
り
に
狩
り
出
さ
れ
た
Ｉ
と
の
謎●４

●
●
。

●
●
ｏ

は
話
か
ら
も
、
厳
し
い
公
社
運
営
与
一

鞭
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
（
両
継 ●

●
全

●
Ｏ

内
氏
は
、
こ
の
あ
と
相
次
い
で
退
櫓

功
職
。
の
ち
の
大
野
町
長
選
で
骨
酬

、
肉
の
争
い
参
塞
侭
じ
て
い
る
）
・

●
●
●

●
●
●

で
皿
龍

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
資
劃

中つ
蔓
臓
皇
伝
い
、
盛
壁
画
蝋●●●

拉
法
“
峰
よ
る
公
社
の
累
椴
赤
字
昌
一
●
●
●

卿
は
、
五
十
年
度
末
に
四
億
六
千
擬
●
●

岐
八
百
万
円
に
達
す
る
。
出
発
時
轌
●
●
●

の
一
の
〃
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
〃
は
馴
●
●
●

棚
一
会
社
更
生
法
論
議
へ
と
進
ん
で
蕊
●
●
●

Ｄ
Ｄ
Ｂ

ゆ
く
。
．
、一
一
一
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↓
ノ
。
ｌ

済
部
農
鈍

は
『
あ
の

讃
の
問
題

員
錫
駿
会

一
一

追
墹
員
の
宍
戸
滋

生
部
薬
務
課
長
）

て
送
り
込
ま
れ
て

社
の
出
資
者
で
あ

員
一
人
を
送
り
入
一

入
に
峨
願
ナ

リ
上
げ
て
い
た
の
は
道
か
ら

た
宍
戸
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の

率
は
下
宿
で
の
単
独
作
業
で

リ
、
公
社
事
務
所
で
デ
ス
ク

並
べ
て
い
た
佐
々
木
課
長
に

な
ぜ
か
全
／
、
調
う
ざ
孔
で

牛
蛸

窮
地
に
蜂

牢
し
古

会
社
の

琴
、
呑

ソ
胤
画

た
の
を
見
一

弓
、
首
、
郡

庇
っ
て
蕊

の
場
合
》

の
だ
。
つ
先

晉
で
は
止
Ｉ

幅
な
力
力
方

一
一

暉 垂壱i戸口

壱
匪
八

の
収
巷

翫
画
左

》
こ
力

一

一
／
ｊ
』
６
Ｊ
〃
ｑ
刎
〆
完
ｖ
山
Ｔ
Ｊ
Ａ
偲
脾
〃
ｑ
Ｊ
久
Ｊ
八
房
卓

内
容
。
市
長
が
会
社
更
生
法
申

請
を
断
念
し
た
も
う
一
つ
の
大

き
な
理
由
が
、
こ
の
辺
に
も
潜

ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
Ｉ
。

結
局
、
会
社
更
生
法
申
請
は

見
送
ら
れ
、
市
か
ら
新
た
に
約

一
他
五
千
万
円
の
借
り
入
れ
を

警
」
し
、
石
川
市
長
ら
の
分
を

言
め
た
小
口
の
借
入
金
は
返
済

し
、
自
主
再
建
の
道
を
歩
む
。

癖
桧
者
な
と
α
狭
塞

麺
判
所
が
認
可
決
圭

て
の
時
か
ら
効
力
ぶ

更
生
の
見
通
し
の



負

1ヨaj

の佃

邑
主
再
建
の
道

巾
の
テ
コ
入
れ 蕊

域
や
農
家
《

か
つ
た
。

塞
地
農
業
の

α
進
懲

一
一
、
面
面
且
一

刑
片
こ
・
一
＠
し
た
托
涜
炉

て
肩
の
荷
を
降
ろ
そ
う
』

の
だ
ろ
う
か
。

小
口
の
借
金
は
整
理
し
夫

の
、
再
建
内
容
は
浴
剤
の

に
浪
走
さ
れ
と
。
公
土
症

唖
兀
壷
取胴

は
進
展
廿

亜
子
の
隆
感

芳是氏
画o÷

湿
質
低
下
の
藩

〃恥

刀
α
石
庭
も
昌

昌
業
利
益
は
、

ユ
千
五
百
万
可

〃
七
・
王
十
三
年

白
万
円
、
五
十
四

日
万
円
…
と
下
睦

零
在
底
尼

哩
売
活
動
の

ノ
ー
く
〆
し
蝿
椚
ｌ

吾
建
の
チ
ヤ

負
債
隆
減
力

淘
効
な
再
連
宰

ー云へ庄一

りり

十
一‐

鴇
産
物
と
し
て
実
驍
栽
培
た
か
正
直
言
っ
て
生
薬
は
、
作
に
も
か
か
．

行
う
ｌ
と
い
う
内
容
で
、
一
名
寄
の
農
業
に
積
極
的
に
導
入
定
着
し
な
か

一
品
運
動
の
先
駆
け
。
肥
料
す
．
る
作
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
』
の
生
産
意
欲
持

労
賃
な
ど
は
農
家
負
担
、
と
、
残
念
そ
う
な
表
情
で
語
る
。
営
の
不
安
定
』

耐
指
韓
は
専
門
機
関
、
生
産

０
０
０
９
」
Ｉ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
Ｑ
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
９
０
１
０
０
０
０
０
０

の
買
い
付
け
は
公
社
ｌ
と
の

ナ
リ
オ
で
試
作
が
行
わ
れ

義

一
だ
が
、
こ
れ
と
い
う
生
薬

毬
か
つ
た
と
い
う
。
あ
る
栽
十
万
円
、
鍾
巨

崖
家
は
『
結
局
私
た
ち
や
》
五
十
八
年
三
月
現
在
の
資
万
円
、
訓
ヱ
磑

堅
の
模
索
は
実
を
結
び
ま
せ
本
金
Ⅱ
市
千
五
百
十
万
円
、
道
呂
評
．
智
慧
ケ

ま
と
う
‐
名
寄
の

奉
件
に
マ
ッ
チ
サ

か
か
っ
た
の
も
毒

ユ
十
四
年
、
鍾
簾

『
〆
該
驍
肇
業

の
奨
励
浦
助
《

邑
町
各
百
五

貧（－頁託
原をイ癖イレ

－ －－－
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ー●

寺10

鶴
騨

・
フ

ｚ郎

確
離
婚
鰹
轤
睡
謂
龍
雛
鱸
溌
澱
詳
能
力
の
限
界
超
過

赤
字
体
質
を
継
承
毒
帥
一
胸
一
症
抑
》
葬
毛
川
Ⅷ
蠅
毒
屏
諏
壼
函
鞆
）
（
墹
州
諏
牌
走
唯
詐
耐
刎
露
確
匙
牒
塞
聖
虹
協
馴
霞
唾
叶
暉
嘩
壼
心
朏
壼
叶
千
壗
訓
誰
罷
唖
唾
蛙
僻
季
州
一

四
十
九
年
八
月
、
池
田
幸
太
て
も
う
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
名
寄
市
に
よ
る
直
貸
し
が
長
期
る
の
は
必
至
。
や
む
な
く
自
ら
と
Ａ
、
Ｂ
社
に
今
後
の
再
建
や
整
理
論
議
の
市

郎
前
市
長
が
勇
退
、
新
し
く
石
そ
の
後
に
続
い
た
在
庫
原
料
に
と
短
期
を
含
め
二
億
九
千
七
百
さ
ら
に
石
川
市
長
と
そ
の
周
よ
る
個
人
保
証
で
資
金
繰
り
に
で
避
け
て
通
れ
な
い
障
害
と
か

川
市
長
が
誕
生
し
、
同
公
社
の
よ
る
操
業
で
相
当
額
の
営
業
利

社
長
に
就
任
魂
る
の
だ
が
、
こ
益
を
上
げ
た
時
期
で
あ
る
。

す
る

個
額
人
保
証

ど
う

の
時
の
借
入
金
は
二
億
八
千
五
結
局
、
こ
の
時
点
で
も
何
ら

百
万
円
。
す
で
に
公
社
内
に
は
抜
本
的
な
手
段
が
講
じ
ら
れ
ず

危
険
な
〃
赤
字
体
質
幻
が
充
満
時
の
流
れ
に
ま
か
せ
た
。
そ
の

し
て
い
た
。
石
川
市
長
は
、
就
つ
け
と
し
て
五
十
七
年
度
末
で

再
建
・
整
理

市
長
ら
一
億
二
千
万
円

任
し
て
初
め
て
公
社
の
厳
し
い
は
累
禎
赤
字
が
五
億
七
千
二
百

現
実
を
知
っ
た
、
と
い
わ
れ
、
万
円
ｌ
こ
の
う
ち
借
入
金
は
五

の
足
か
せ
に

そ
の
意
味
で
は
気
の
毒
と
い
え
億
六
千
九
百
万
円
。
金
利
も
手

る
か
も
し
れ
な
い
。

形
割
引
料
を
含
め
る
と
年
間
四
万
円
。
名
寄
市
の
損
失
補
償
（
辺
に
よ
る
個
人
保
証
が
、
一
億
奔
走
、
そ
の
場
を
し
の
い
で
き
り
そ
う
だ
。
現
状
の
負
償
を
手

し
か
し
就
任
二
年
目
で
借
入
千
八
百
九
十
万
円
Ｉ
と
い
う
気
万
一
の
場
合
は
名
寄
市
の
責
円
を
突
破
し
て
い
る
が
、
こ
れ
た
、
と
み
ら
れ
る
。

の
ま
ま
に
し
て
確
実
に
再
建
で

金
は
四
億
六
千
八
百
万
円
に
膨
の
遠
く
な
る
よ
う
な
現
実
を
招
任
）
で
北
信
連
か
ら
借
り
た
八
も
実
は
今
後
の
再
建
や
整
理
問
資
金
の
パ
イ
プ
が
あ
る
市
長
き
る
方
法
が
あ
れ
ば
別
だ
が
、

れ
上
が
っ
て
お
り
金
利
が
営
業
い
て
し
ま
っ
た
。
千
万
円
。
道
の
損
失
補
償
が
名
題
と
関
連
し
、
問
題
解
決
を
一
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
対
応
だ
そ
れ
は
絵
に
書
い
た
モ
チ
。
万

割
擁
悪
睡
鯰
隆
対
症
療
法
に
終
始
鵬
震
蕊
尉
刊
諄
嘩
ゞ
帽
鰯
廼
、
困
難
な
も
の
と
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
個
一
の
雲
こ
の
個
人
保
証
額

人
保
証
は
、
市
議
会
は
も
ち
ろ
は
だ
れ
が
責
任
を
持
つ
の
か
。

れ
の
目
に
も
は
っ
き
り
し
て
い
つ
ぎ
に
同
公
社
の
借
入
金
の
万
円
。
信
用
保
証
協
会
保
証
で
本
社
の
調
べ
に
よ
る
と
個
人
ん
、
取
締
役
に
も
事
前
の
相
談
こ
れ
に
つ
い
て
石
川
市
長
は

た
。
だ
が
石
川
市
長
は
同
公
社
中
味
を
検
証
し
て
み
よ
う
。
五
名
寄
信
金
か
ら
五
百
万
円
。
こ
保
証
の
内
訳
は
五
十
七
年
度
末
が
な
さ
れ
て
い
な
い
〈
あ
る
取
『
足
を
突
っ
込
み
過
ぎ
、
困
っ

の
社
長
と
し
て
、
抜
本
的
な
対
十
七
年
度
の
借
入
金
総
額
は
五
の
ほ
か
石
川
市
長
と
そ
の
周
辺
で
石
川
社
長
個
人
が
七
百
万
締
役
の
話
）
・
ま
た
、
五
十
六
た
と
い
う
感
じ
は
あ
る
。
安
易

策
を
打
て
な
か
っ
た
。
円
、
一
千
万
円
、
千
五
百
万
円
年
五
月
三
十
一
日
付
の
三
千
五
過
ぎ
た
と
い
う
反
省
も
あ
る
。

菫
簔
霊
蓬
蕊
篝
￥

少
な
く
て
も
チ
ャ
ン
ス
は
二

度
あ
っ
た
。
五
十
一
年
の
会
社

更
生
法
論
議
が
高
ま
っ
た
時
が

万
円
と
五
千
万
円
の
一
百
で
計
さ
れ
て
い
る
さ
中
の
も
の
だ
っ
そ
し
て
『
私
個
人
の
分
性
別
に

）
▲
■
■
●
。
●
●
●
●
凸
■
■
●
■
●
●
ロ
●
▲
■
ｇ
●
●
●
。
■
●
▲
■
■
●
●
■
。
●
●
■
■
■
■
●
■
口
●
。
ｂ
■
ロ
●
●
●
■
●
●
ｂ
■
■

■
■
■
■
●
■
●
■
■
●
の
●
■
■
■
●
●
●
■
■
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
■
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
■
●
●
Ｑ
●
・
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■

■
■
■
■
●
●
●
●
●
■
■
マ
●
毎
●
●
●
●
■
■
可
●
。
●
●
■
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
巴
●
●
●
■
●
□
■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■

110
．：：

:：：
:：：
■●

110

011
－：：

：：：

：：：
●●

118

010
.9：

：：：

：：：
●●

010

ｂ
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
■
●
●
●
●
△
■
■
■
●
●
■
●
●
●
ｂ
■
■
●
●
●
●
●
●
▲
■
■
■
■
●
■
■
●
■
巳
■
■

■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
●
。
■
の
旬
■
■
■
■
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｇ
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
●
。
●
■
｜
■
■
■

■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
で
●
●
●
●
●
●
■
■
ロ
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
■
■
■
口

１
１
１
１

一
二

111
.：：

:：：
:：：
■●

110

’

参

画
心
邑
幸
や
毎
‐
。
“

も
一
己

ど
ふ
究
李
．
“

ｂ
■
■
■
●
■
●
□
今
ｂ
ｅ
■
●
●
●
●
●
●
ｂ
■
●
●
●
●
●
●
●
一
■
■
■
Ｇ
●
●
●
●
●
一
■
■
■

■
■
■
■
●
●
③
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
●
■
。
●
●
■
■
■
■
■
●
今
■
●
●
ロ
●
一
■
■
■
●

■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
弓
●
●
●
●
●
●
《
■
■
マ
●
●
●
②
●
●
■
■
■

010
:：：

：：：

110

よ
い
。
で
も
会
社
の
市
長
が
煩
み

云
α
三
三
栗
〆 元
空
室

‐
１
１
や
ｉ
ｌ

Ｑ
■
■
■
●
●
●
●
●
ユ
■
■
■
●
●
●
●
ｅ
●
ユ
■
■
■
●
●
●
●
■
●
」
■
■
■
●
●
●
●
●
●
二
■
■
■
●
Ｃ
●
●
●
●
ユ
■
■
■
●
●
●
●
ｅ
●
二
巳
■
。
●
●
●
●
●
●
一
■
■
■
●
●
①
。
●
●
■
■
■
●
●
●
●
■
●
Ｑ
■
■

■
■
■
■
●
●
●
●
Ｑ
●
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
Ｇ
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
①
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
一
■
■
■
■
●
●
●
●
◆
●
●
●
■
■
■
●
争
●
①
●
●
●
■
■
■
■
甲
。
■
●
の
●
●
ゆ
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■

■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
。
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
の
●
●
●
●
■
■
●
◆
●
●
●
●
一
■
■
■
②
●
凸
９
。
●
●
■
■
●
●
■
●
●
●
一
■
■
■
●
●
●
●
申
●
一
■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
の
●
●
●
●
●
■
■
ロ

瀬
築
瓠

園
こ
の

菫
秘

て
α
蒄
屍
は
菌

龍
し
ま
う
の
砕

社
石
川
市
昼

公
し
て
資
金
塁

●
１
Ｊ
「
ｚ
易
Ｊ
ノ
ノ
．
２
塁
１
剥
切
毎
Ｕ
ア
ノ
制

密
会
一
三
人
）
の
あ
る
メ
ン
バ
‐

寄
は
『
ま
だ
協
議
は
し
て
い
な
ハ

モ
が
、
個
人
保
証
分
は
保
証
し
《

羅
側
で
責
任
を
取
っ
て
も
ら
う
一

の
と
に
な
る
で
し
ょ
う
』
と
語
る

唖
再
建
か
整
理
か
を
巡
る
動
曇

輌
は
、
最
も
流
動
的
な
時
期
に
拳

エ
リ
、
今
後
の
推
移
が
大
き
な
羊

Ｌ
マ
場
。
そ
の
中
で
個
人
保
証
西

》
題
が
論
議
に
な
る
と
、
窪
丞
禺

た
電
話
（
③
２
１
８

も
結
構
で
す
。
寄
せ

悪
見
な
ど
の
一
部
注

し
個
人
侯

日
ら
の
噸

－ －

ー－
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●
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．
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．
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●剥
農
家

●
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な

●
●
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●
０
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●
●
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や
助

●
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聞
い

■
●
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言
企
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■
●
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●
●
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す
よ

●
●

湾
す
つ

●
●
Ｑ

●
●
●別
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し
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■
●
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す
る

●
●
●

Ｇ
●
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現

●
Ｕ
一
一
一

●
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行
う

●
●
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①
●一
澪
一
戸
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●
●
●

●
●
●鴬
た
栽

●
●
一
一
一

つ
た

●
●

Ｄ
Ｄ
Ｃ

●
●
▽

●
◆
●到
感
、

ｐ
●

色
あ
せ
る
原
点
…

生
薬
公
社
と
契
約
栽
培
を
行

っ
た
経
験
を
持
つ
、
名
寄
市
内

の
あ
る
農
民
は
怒
り
を
ぶ
つ
け

る
。
『
道
東
の
原
料
は
、
名
寄

の
物
よ
り
薪
っ
と
高
く
仕
入
れ

た
。
同
じ
赤
字
な
ら
、
地
元
か

ら
高
く
買
う
ほ
う
が
ず
っ
と
理

に
か
な
う
は
ず
だ
よ
。
結
局
、

農
家
は
”
縁
の
下
の
力
持
ち
〃

に
な
っ
た
ん
で
す
よ
』
『
市
長

や
助
役
は
、
生
産
者
の
訴
え
を

聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
。
中
小

企
業
な
ら
、
と
っ
く
に
倒
産
で

す
よ
。
名
前
だ
け
の
公
社
な
ら

す
っ
ぱ
り
会
社
更
生
法
を
適
用

し
た
ほ
う
が
、
生
産
者
も
納
得

す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
』
・

現
在
、
公
社
と
契
約
栽
培
を

行
う
地
元
農
家
は
わ
ず
か
五

戸
。
・
一
時
期
、
百
戸
近
く
あ
っ

た
栽
培
農
家
が
、
こ
こ
ま
で
減

っ
た
の
は
公
社
経
営
へ
の
不
安

感
、
不
利
な
採
算
性
、
気
象
や

土
壌
条
件
が
重
な
っ
た
結
果

だ
。
生
薬
生
産
の
灯
は
大
き
く

：：：

:：。
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蕊
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●｡●

●●●

●●
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●●

●●●
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IID

110
揺
ら
い
で
い
る
。

名
寄
で
も
作
る
生
薬
の
ひ
と

つ
、
セ
ン
キ
ュ
ウ
を
考
え
て
み

よ
う
。
生
薬
は
全
体
の
約
八
割

を
輸
入
に
頼
る
が
、
セ
ン
キ

ュ
ウ
は
す
べ
て
国
内
自
給
し
て

お
り
、
大
部
分
が
道
産
品
だ
。

主
産
地
は
半
世
紀
に
わ
た
る
栽

培
経
験
が
あ
る
道
東
地
方
。
年

間
の
国
内
消
費
量
は
、
乾
品
で

二
百
’
三
百
ト
ン
Ｉ
単
位
収
量

か
ら
逆
算
す
る
と
、
七
十
～
百

鯵
の
栽
培
面
禰
で
賄
え
る
計
算

に
な
る
。
五
十
七
年
度
の
道
内

栽
培
農
家
は
九
十
二
戸
。
少
数

の
生
産
者
に
よ
る
集
約
的
作
物

と
い
え
、
価
格
変
動
が
激
し
い
。

こ
の
た
め
、
伝
統
的
に
原
料

買
い
付
け
は
大
阪
商
人
が
握
り

小
豆
同
様
に
投
機
的
な
作
物

だ
。
道
東
に
は
『
生
薬
で
も
う

け
て
立
派
な
家
を
建
て
た
』
と

い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

：：。

110
.：：

:：p

IIO
.：：

:：：

:：：
●●

110

:g：
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110

ち
、
わ
ず
か
五
戸
、
二
～
三
紛
声
を
聞
こ
う
と
し
な
い
。
公
社
十
二
ト
ン
。
単
な
る
〃
生
薬
加
工
藤
秀
信
町
長
（
生
薬
公
社
取
締
の
公
社
〃
に
、
一
定
の
意
義
を
立
ち
始
め
、
五
十
五
年
度
末
に
渥

公
社
設
立
の
原
点
は
、
投
機
が
公
社
と
の
契
約
栽
培
。
組
合
以
外
と
契
約
し
た
方
が
高
く
買
場
〃
の
槻
が
あ
る
。
主
産
地
の
役
）
は
『
生
産
者
が
ほ
か
の
作
認
め
て
い
る
。

有
償
サ
ン
プ
ル
一
千
七
万
パ
ヅ
剴

性
の
強
い
面
を
是
正
し
、
価
格
や
公
社
と
無
関
係
に
大
手
製
薬
っ
て
く
れ
る
し
、
幹
部
自
ら
熱
道
東
で
は
、
公
社
を
ど
う
み
て
諦
雌
》
馳
外
操
雌
鰄
塞
年
程
不
安
材
料
が
山
積
樗
評
霊
壼
澤
鍔
坤
繰
疹
噸
岬
釧

保
証
を
行
い
、
寒
地
農
業
に
普
会
社
の
委
託
栽
培
を
行
う
農
家
心
で
す
よ
』
と
語
る
。
葛
の
だ
ろ
う
か
１
．

及
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
も
五
戸
ほ
ど
。
こ
う
し
た
数
字
本
間
尚
治
郎
前
薬
草
試
験
場
網
走
管
内
訓
子
府
町
に
は
、
切
。
価
格
面
で
生
産
者
を
守
る
設
立
目
的
は
色
あ
せ
鐸
生
薬
り
、
好
転
の
兆
し
は
見
え
な
い
。
雛

た
。
だ
が
、
目
的
は
急
速
に
色
は
「
道
北
の
生
薬
普
及
」
の
結
長
は
『
火
山
灰
土
で
浜
風
の
あ
生
薬
の
洗
浄
な
ど
を
行
う
茨
た
め
、
公
社
の
存
在
は
大
き
か
加
工
・
巫
窒
業
と
な
っ
た
ラ
ゥ
コ
ギ
ド
リ
ン
グ
は
ど
↓
言

っ
た
。
経
営
体
質
の
改
善
に
よ
公
社
。
不
安
材
料
も
多
い
。
う
だ
ろ
う
か
ｌ
・
原
料
は
道
戦

単
な
る
に
駐
毫
役
割
菫
ゞ
ゞ
鑿
薫
製
雲
惑
星

加
工
場
変
質
ゞ
体
鑿
曼
嘉
摘
＊
※

謡
臓
原
料
の
ｐ
割
が
道
産
東

あ
せ
て
ゆ
く
。

末
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
る
道
東
と
違
い
、
名
寄
の
土
質
処
理
施
設
（
廃
校
を
利
用
）
も

生
産
奨
励
の
結
果
“
蕊
州
嘩
舞
諦
弾
溌
鮮
麗
鑿
緋
鱸
蕊
騨

『
技
術
的
な
蓄
領
が
少
な
い
営
体
質
が
大
き
な
カ
ゲ
を
落
と
ス
ト
が
数
倍
か
か
る
。
そ
れ
に
は
『
加
工
場
は
産
地
に
あ
る
と

と
こ
ろ
へ
、
公
社
は
栽
培
を
奨
す
。
四
十
年
代
後
半
、
処
理
能
道
東
は
輪
作
体
系
に
組
み
込
ま
好
都
合
だ
が
、
リ
ス
ク
が
大
き

励
し
た
が
労
力
も
か
か
り
、
道
力
を
超
え
る
買
い
付
け
で
原
料
れ
で
、
が
っ
ち
り
定
着
し
て
い
く
商
系
と
の
提
攪
が
な
い
と
取

北
の
大
規
模
機
械
化
農
業
に
マ
を
腐
敗
さ
せ
て
不
信
感
を
募
ら
る
』
と
違
い
を
指
摘
す
る
。
り
組
め
な
い
。
そ
の
点
で
公
社

ツ
チ
し
な
か
っ
た
』
ｌ
今
藤
せ
る
。
冠
え
た
原
料
の
在
庫
結
局
、
公
社
の
放
漫
経
営
、
の
意
義
は
あ
る
。
整
理
な
ど
き

正
美
名
寄
市
生
薬
栽
培
組
合
長
対
策
と
し
て
事
業
目
的
に
挙
コ
ス
ト
高
、
不
利
な
立
地
条
件
れ
る
と
不
安
材
料
に
な
る
』
と
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一
一
一

（
市
議
）
は
こ
う
総
括
す
る
。
最
大
の
ネ
ッ
ク
は
価
格
。
あ
に
な
る
作
物
で
は
な
か
っ
た
』
～
五
十
毬
。
セ
ロ
リ
に
似
た
香
小
低
木
。
秋
に
根
部
を
掘
り
上
雑

》
》
鍔
》
》
録
》
》
》
》
麺
》
気
が
あ
る
根
茎
を
薬
に
す
る
。
げ
て
乾
燥
し
て
薬
用
に
す
る
。
禧

同
組
合
は
四
十
六
年
、
約
五
十
る
元
生
産
農
家
は
『
池
田
前
市
と
残
念
そ
う
な
表
情
で
語
る
。

補
血
、
強
壮
、
浄
血
薬
と
し
て
根
は
水
平
に
地
表
近
く
伸
び
、
戦

い
穂
鱗
認
補
職
鯉
離
瀧
蒙
曜
鏑
鯲
道
寒
喜
毫
リ
科
多
年
朧
ゞ
エ
ゾ
ウ
手
道
東
の
沢
鮮
夛
三
似
た
董
作
星一

一
一

ワ
セ
ン
キ
ュ
ウ
而
茸
）
Ⅱ
鎖
静
、
鎮
痛
の
効
果
が
あ
る
。
横
断
面
で
一
・
五
琴
以
下
。
朝
畿

一
一
奨
励
策
も
あ
っ
て
ピ
ー
ク
時
は
採
算
が
合
わ
な
か
っ
た
。
道
東
生
薬
共
伸
社
の
委
託
を
受
け
、
薬
草
。
茎
は
直
立
し
高
さ
三
十
沿
い
に
自
生
す
る
ウ
コ
ギ
科
の
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
蕊

百
戸
ほ
ど
に
な
っ
た
。
並
み
の
価
格
に
１
１
と
訴
え
た
三
百
八
ト
ン
の
生
薬
を
加
工
調
整
‐
‐
‐
‐
，
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
，
，
！
‐
‐
‐
‐
‐
．
‘
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
。
…
・
‐
‐
，
‐
‐
‐
，
‘
‐
‐
‐
，
！
‐
‐
１
，
‐
三

現
在
の
組
合
員
は
八
戸
。
う
が
、
市
長
や
助
役
は
生
産
者
の
し
た
が
、
地
元
産
は
わ
ず
か
三
の
依
存
度
は
減
っ
て
い
る
。
斎
道
東
で
は
”
加
工
場
と
し
て
五
十
三
年
暮
れ
か
ら
在
庫
が
自
糊

４
〃
て
画
謝
Ⅱ
鋤
州
－
１
‐
｜
酬
似
準
〃
乙
刷
隊
Ⅳ
、
『
列
乙
訓
〃
璋
耐
催
ｔ
汐
売
体
制
の
立
ち
遅
れ
を
指
摘
す
撫

蕊

藤
鵬
原
料
の
ｐ
割
が
道
東
産

末
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
る
道
東
と
違
い
、
名
寄
の
土
質
処
理
施
設
（
廃
校
を
利
用
）
も

生
産
意
欲
が
低
下
し
た
の
は
は
粘
土
が
か
っ
て
お
り
、
土
砂
あ
り
、
全
量
を
東
道
に
供
給
す

な
ぜ
な
の
か
’
・
公
社
の
経
引
き
、
洗
浄
、
乾
燥
な
ど
の
．
る
．
松
永
保
訓
子
府
農
協
参
事

営
体
質
が
大
き
な
カ
ゲ
を
落
と
ス
ト
が
数
倍
か
か
る
。
そ
れ
に
は
『
加
工
場
は
産
地
に
あ
る
と

す
。
四
十
年
代
後
半
、
処
理
能
道
東
は
輪
作
体
系
に
組
み
込
ま
好
都
合
だ
が
、
リ
ス
ク
が
大
き

力
を
超
え
る
買
い
付
け
で
原
料
れ
で
、
が
っ
ち
り
定
着
し
て
い
く
商
系
と
の
提
攪
が
な
い
と
取

を
腐
敗
さ
せ
て
不
信
感
を
募
ら
る
』
と
違
い
を
指
摘
す
る
。
り
組
め
な
い
。
そ
の
点
で
公
社

せ
る
。
『
抱
え
た
原
料
の
在
庫
結
局
、
公
社
の
放
漫
経
営
、
の
意
義
は
あ
る
。
整
理
な
ど
さ

対
策
と
し
て
事
業
目
的
に
挙
コ
ス
ト
高
、
不
利
な
立
地
条
件
れ
る
と
不
安
材
料
に
な
る
』
と

げ
て
い
た
農
家
へ
の
種
苗
の
販
な
ど
が
重
な
り
、
名
寄
の
生
薬
公
社
の
存
在
意
義
を
語
る
。

売
、
あ
っ
せ
ん
を
や
め
て
し
ま
は
風
前
の
灯
。
今
藤
組
合
長
は
同
管
内
常
呂
町
は
、
セ
ン
キ

っ
た
。
不
安
で
生
産
に
力
は
入
『
生
薬
へ
の
愛
着
も
あ
り
灯
を
ユ
ウ
の
主
産
地
。
近
年
、
仲
買

り
ま
せ
ん
よ
』
（
今
藤
組
合
長
）
。
消
し
た
く
な
い
が
、
名
寄
の
柱
人
と
の
取
引
が
増
え
、
公
社
へ

一

I
■
Ｉ
■
Ｉ
Ｑ
Ｊ
Ⅱ
Ｇ
ｑ
■

鍵
辮
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錘
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、
■
叩
■
０
●
‐
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損
部
の
出
向
野

い
る
。
中
田
一

ｍ
経
済
部
次
長

江
長
は
市
長
》

リ
、
神
尾
正
専

一
時
期
を
除
き

二
は
支
配
人
が

〆
Ｕ
面
二
つ
に
上
い
い
１
〆
、
一
‐
］
ｊ
い
ふ
α

ろ
う
か
。
憧
頭
の
動
埜

の
陸
質
や
公
社
運
営

く
｝
フ
ー
プ
酉
ノ
に
一
副
没
朋
を
同
と
爵
垂
エ
ワ
》
蓼
曾
も
儲
オ
ォ
上

Ｚ
冒
し
朽
訂
す
ｚ
・
陣
は
．
真
剣
に
再
建
の
道
を
探

切
ら
さ
れ
た
の
で
は
…
』
『
依
う
。

る
絶
好
の
時
期
。
『
こ
こ
で
累
の
パ
イ
プ
が
で
き
る
。
再
建
計
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
Ｉ
。
理
の
一
翼
を
担
っ
た
。
ら
れ
、
問
題
の
根
は
深
い
。
年
願
退
職
を
認
め
、
退
職
金
千
五
同
年
四
月
、
生
薬
公
社
問
題

頓
赤
字
の
減
少
策
を
横
極
的
に
画
協
議
に
向
け
、
市
の
財
政
担
野
原
元
支
配
人
は
、
池
田
幸
五
十
二
年
五
月
、
イ
モ
代
残
を
追
っ
て
深
み
に
は
ま
り
、
養
百
万
円
を
支
給
し
た
市
の
対
応
に
関
す
る
市
蕊
調
査
待
別
委

江
せ
が
．
．
．

進
め
、
市
が
公
社
運
営
を
き
ち
当
者
を
含
め
た
「
生
薬
プ
ロ
ジ
太
郎
前
市
長
時
代
に
企
画
課
長
金
約
九
百
万
円
に
つ
い
て
、
助
魚
事
業
に
も
手
を
出
す
が
、
発
は
甘
過
ぎ
る
』
な
ど
の
声
が
く
員
会
は
「
正
副
委
員
長
調
査
報

支
配
人
は
、
設
ん
と
把
握
し
た
な
ら
ば
、
事
件
エ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
を
務
め
る
な
ど
有
力
な
プ
レ
ー
役
と
当
時
の
経
済
部
長
が
覚
書
端
は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
グ
構
想
の
す
ぶ
り
続
け
て
い
る
。

告
」
を
発
表
。
〃
業
務
目
的
外

日
ま
で
、
市
経
を
未
然
に
防
げ
た
は
ず
…
』
と
た
の
は
昨
年
六
月
。
新
田
助
役
ン
の
一
人
で
あ
っ
た
。
池
田
市
を
作
成
、
野
原
元
支
配
人
が
連
跡
始
末
。
底
流
に
行
政
責
任
を
五
十
六
年
、
公
社
の
紛
飾
決
流
用
“
の
指
摘
を
行
い
、
「
市

員
を
派
遣
し
て
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。

は
『
市
の
部
長
、
参
事
ク
ラ
ス
政
の
下
で
ピ
ヤ
シ
リ
開
発
構
想
帯
保
証
人
と
な
る
。

個
人
に
転
嫁
す
る
体
質
が
脈
打
算
が
明
る
み
に
出
た
際
、
横
領
が
農
業
・
観
光
開
発
事
業
施
策

良
現
支
配
人
Ⅱ
市
の
対
応
は
後
手
に
回
っ
に
よ
る
庁
識
で
、
公
社
問
題
を
の
立
案
に
参
加
。
四
十
八
年
か
こ
の
あ
と
、
五
十
四
年
＋
こ
っ
て
お
り
、
検
察
当
局
が
行
う
，
‐
，
！
‐
，
。
‐
。
，
‐
‐
‐
‐
，
．
‐
‐
…
！
‘
‐
，
。
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
…
，
‐
，
，
，
‐
‐
‐
…
‐
‐
・
‐
‐

Ⅱ
は
四
代
目
。
た
。
新
田
進
助
役
が
公
社
相
談
議
論
し
た
こ
と
は
な
い
。
今
後
ら
四
十
九
年
に
か
け
て
、
日
進
月
、
元
支
配
人
は
生
薬
公
社
の
刑
事
責
任
の
判
断
と
は
別
に
《
ピ
ヤ
シ
リ
開
発
の
一
環
と
し
て

》
勢
榊
》
《
》
》
》
》
》
》
打
ち
出
し
た
。
名
寄
市
日
進
地

毒
兼
任
し
て
お
役
に
就
任
す
る
の
は
五
十
六
年
は
や
っ
て
み
た
い
』
と
、
市
内
地
区
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
グ
構
想
口
座
か
ら
百
九
十
七
万
円
を
横
市
理
事
者
の
管
理
責
任
は
免
れ

鋳
が
在
任
中
の

霞
闘
鬮
駒
蕊
蕊
灘
雛
瀞
蕊
韓
舞
鶴
職

・
事
実
上
の
運

毫
握
す
る
形
。

平
間
に
わ
た
つ

ｉ
フ
し
た
塑
判
褐
宥
α
違
営

ｊ
輌
湘
彌
圃

函
横
領
事
件
の
土
壌
に

晉
」
と
は
否
め
な
い
。
放

昌
の
失
敗
、
会
社
室
主
去

云
一
推
長
｝

謹
営
の
掌
握

午
以
途
の
竜

刀
匡
辰
‐
弄

幽
外
ユ
城
田

同
題
が
、

こ
の
措
雷

、
「
右
受

責
任
を
値
人
転
嫁

Ｉ

『
市
派
遣
職
員
で
あ
る
支
配

茎
配
人
の
灸
業
務
目
人
の
中
に
は
〃
公
社
へ
島
流
に

を
含
む
紛
飾
決
算
さ
れ
た
“
と
い
う
意
識
が
強
い

叩
蟻
会
で
も
め
た
あ
の
で
は
…
』
と
指
摘
す
る
声
が

塔
あ
っ
た
。
よ
う
や
あ
る
。
横
領
容
疑
で
書
類
送
検

‐
助
役
ｌ
支
配
人
」
さ
れ
た
野
原
弘
志
元
支
配
人
は

鉢
な
私
況
を
認
め
ヱ

’
た
行
政
の
消
需

の
〃
甘
え
の
構
些

し
、
横
領
事
件
の

っ
た
の
で
は
な
か

后
構
想
実
現
に
向
け
、
五
十
個
人
名
儀
で
約
七
百
万
円
の
壬

午
に
市
の
肝
い
り
で
設
立
さ
れ
形
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
ス

た
「
三
協
農
園
」
は
資
金
繰
り
が
、
こ
の
金
利
に
横
領
金
の
一

Ｌ
行
き
詰
ま
り
、
同
年
秋
、
名
部
を
充
て
た
可
能
性
も
あ
る
。

奇
地
区
か
ら
大
量
の
ジ
ヤ
ガ
イ
行
政
の
テ
コ
入
れ
で
始
ま
っ

て
を
買
い
付
け
て
失
敗
。
代
金
た
事
業
が
失
敗
、
担
当
者
に
雷

一
宇
一
一
言
万
円
が
焦
げ
つ
く
。
任
が
シ
ワ
寄
せ
さ
れ
た
感
が
韓

そ
の
後
、
イ
モ
代
金
の
一
部
い
イ
モ
問
題
。
担
当
者
の
一
人

』
、
当
時
の
部
内
担
当
者
が
個
と
し
て
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
元

〈
負
担
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
支
配
人
が
、
公
社
の
金
で
借
金

可
細
は
不
明
瞭
な
ま
ま
。
五
十
返
済
に
充
て
た
側
面
も
あ
り
、

羊
十
二
弓
こ
公
士
、
凸
・
可
一
夏
崖
・
贋
導
き
・
ピ
上
う
し
、
、

蓋

も
妥
協

藍

賑
推
事
実
を
明
猶

灘
フた焦げつきイモ問題へ鐸

宝一‘

弓泪
まえ
『ずトグ

マ
ぅ
南
姜
翫
人
α
指
示
を
這
悲

）
て
資
金
の
支
払
い
を
行
つ

宅
Ｉ
（
中
略
）
ｌ
そ
の
額
は
汽

‐
三
年
度
分
百
四
万
五
千
円
、

一
年
度
は
百
八
十
万
円
」
と
報

宮
。
こ
の
時
点
で
、
市
は
も
と

万
議
会
も
横
領
の
事
実
を
確

琶
な
が
ら
、
市
民
の
前
に
真

噂
実
環
に
向
け
、
現
紬

ユ
戸
が
参
加
し
て
五
幸

渇
限
会
社
「
三
協
農
園
」

ｗ
一
。
運
転
資
金
ね
ん
出
の

二
臣、帝

刀
壼

”〆一里

ヨ（プ〕の

一～ 一一一
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繕
年
利
一
一
千
五
百
万

濯
次
に
同
生
薬
公
社
の
採
算
性

識
は
ど
う
な
の
か
。
昨
年
同
公
社

窪
が
樹
立
し
た
再
建
計
画
の
中
味

到
と
、
そ
れ
が
な
ぜ
、
市
議
会
で

熱
事
実
上
拒
否
さ
れ
た
の
か
、
ま

毒
た
道
は
今
、
同
公
社
に
ど
う
対

鯏
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
な
ど

唐
を
探
っ
て
み
よ
う
。

蝋
ま
ず
同
公
社
の
あ
る
取
締
役

艫
の
嘆
き
の
声
や
『
こ
ん
な
殿
様

塁
商
売
を
や
っ
て
も
単
年
度
で
二

蝋
千
万
円
以
上
は
も
う
か
る
の
で

皇
す
。
社
長
以
下
、
全
社
員
が
ね

職
じ
り
鉢
巻
き
で
頑
張
れ
ば
、
も

唐
つ
と
利
益
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

嚥
か
。
金
利
に
追
い
か
け
ら
れ
る

艫
二
と
が
な
け
れ
ば
…
』
と
残
念

裂
そ
う
。

識
五
十
七
年
度
の
決
算
で
も
そ

ぎ
の
間
の
事
情
が
よ
く
分
か
る
。

澱
同
年
度
売
上
高
は
一
億
六
千
万

跨
円
っ
内
訳
は
セ
ン
キ
ユ
ウ
な
ど

副
生
薬
の
受
託
加
工
が
九
千
六
百

猟
万
円
、
浴
剤
ピ
ヤ
シ
リ
、
エ
ゾ

副
ウ
コ
ギ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
販
売

』■■●●●■Dq-●･●■●■』■■●■●●●●』－－■■●●●Dー■
ー●●●●●00.■■■■■●a●｡●■■■■●●■DC●cQD●●●･●DO－I■
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●
●
●
の
●
。
■
ｂ
■
ワ
●
◆

●
二
口
●
●
■
●
●
●
■
■
■
■
●
●

●
■
一
一
一
●
●
●
●
●
■
▽
■

霧
蕊
藁

110
.：：
●●●

F●

110
●｡

●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
一
■
■
ロ
●
●
●
●
ロ
●
』
■
■
●
○
の
●
●
●
ロ
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
ロ
●
●
●
●
●

つ
●
■
■
■
■
■
●
■
●
●
●
口
●
■
■
■
■
■
●
●
の
●
●
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
の
■
■
■
●
●
●
●
●
ゆ
●
■
■
■
。
●
●
●
●
口

や
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
■
●
●
●
●
■
■
■
●
■
●
■
●
●
一
■
■
。
●
■
■
巳

部
門
が
六
千
三
百
万
円
。

売
上
原
価
は
生
薬
部
門
で
七

千
九
十
万
円
、
販
売
部
門
で
四

千
百
六
十
万
円
の
計
一
億
千
二

百
万
円
。
こ
れ
か
ら
一
般
管
理

費
、
販
売
経
費
な
ど
を
差
し
引

く
と
単
年
度
の
営
業
利
益
は
二

千
五
百
万
円
と
大
き
い
。

市
内
の
あ
る
大
手
食
堂
の
店

長
は
『
う
ち
の
場
合
は
年
商
一

億
二
千
万
円
に
対
し
営
業
利
益

は
一
千
万
円
。
こ
れ
で
も
利
益

率
は
高
い
方
。
一
億
六
千
万
円

に
対
し
二
千
五
百
万
円
の
営
業

利
益
と
は
す
ご
い
。
い
ま
ど
き

そ
ん
な
企
業
が
存
在
す
る
と
は

驚
き
で
す
』
と
話
す
。

た
だ
し
、
一
年
前
の
五
十
六

年
度
の
営
業
利
益
は
千
七
百
万

円
、
五
十
五
年
度
は
二
百
十
四

万
円
と
年
度
に
よ
っ
て
変
動
も

あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
指
摘

し
た
よ
う
に
、
浴
剤
に
つ
い
て

欠
け
る
市
の
主
体
性

■
■
■
●
●
口
■
●
。
■
■
■
●
●
●
●
●
●
、
■
■
●
●
●
の
●
ロ
ｂ
■
■
●
●
、
●
●
●
ｂ
■
■
●
。
●
●
●
●
■
■
■
●
。
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
Ｌ
■
■
●
●
の
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
巳
●
●
●
●
●
●
■
■
寺
●
●
●
■
●
●
■
■
■
●
■
Ｏ
●
●
●
■
■
ロ
●
●
●
●
●
●
▲
■
ｅ
●
●
●
●
●
傘
■
■
■
■
●
●
■
■
■
ｂ
■
■
●
●
●
■
●
●
■
■
ロ
■
●
●
●
●
●
▲
■
■
●
■
■
●
●
●
凸
■
■
●
●
●
●
●
■
凸
■
巴
●
●
●
●
●
●
■
■
ロ
の
●
●
●
Ｑ
●

ロ
■
■
■
ｑ
●
●
●
●
●
■
●
●
■
■
■
●
■
●
●
●
●
●
■
■
■
■
○
口
●
●
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
ロ
●
●
●
●
●
ロ
●
■
■
■
■
●
●
。
●
●
●
●
日
■
■
●
●
●
●
の
●
●
■
■
■
■
●
●
◆
●
●
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
や
●
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
ロ
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
●
。
■
■
■
■
■
●
。
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●
、
●
■
■
■
■
●
●
●
参
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
■
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
ロ
●
■
●
Ｃ
ｍ
ｃ
●
■
■
■
●
○
●
●
●
■
●

三
■
１
●
●
●
●
●
●
■
■
巳
●
●
●
●
●
２
■
９
●
●
●
●
。
●
９
９
●
●
。
●
Ｑ
●
■
■
可
●
●
●
●
●
●
ａ
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
勺
●
●
●
●
●
●
■
■
可
●
●
●
の
口
●
■
■
弓
●
●
●
■
●
●
■
■
■
●
●
●
●
■
●
■
■
■
●
●
ぜ
●
●
●
■
■
で
●
●
①
。
●
●
■
■
■
●
●
■
■
●
●
■
■
で
●
●
●
●
Ｄ
Ｄ
Ｂ
ｑ
●
●
●
●
■
●
０
５
●
●
●
●
①
全
■
８
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
一
■
■
可
●
●
●
●
●
■
■
■
口
●
●
●
●
●
色
■
■
。
●
●
●
●
●

問
題
は
五
億
七
千
万
円
に
の
だ
』
と
し
て
突
き
返
さ
れ
た
形
列
的
に
挙
げ
て
ほ
し
い
』
と
の
私
匡
強

は
取
引
先
の
久
光
製
薬
に
在
庫
ぽ
る
膨
大
な
借
入
金
で
あ
り
、
で
終
わ
っ
て
い
る
。

指
示
が
あ
り
、
出
て
き
た
の
は
冊
》
唖
、
“

聴
辮
纈
瞬
翻
灘
灘
識
鱒
憩
踊
鱸
建
難
螺
繼
難
口
砿

根
Ｉ
ョ
宮
司
守
宮
・

心
配
さ
れ
る
な
ど
、
不
安
材
料
、
ら
の
長
期
借
入
金
二
億
三
千
七
計
画
は
完
全
な
手
詰
ま
り
状
し
付
け
に
よ
る
自
主
再
建
ｌ
の
謡
仏
泡

が
な
い
わ
け
で
な
い
。

以
上
の
こ
と
は
、
道
北
を
生

薬
の
主
産
地
に
Ｉ
と
い
う
同
公

社
本
来
の
存
在
意
義
と
は
無
関

係
に
、
現
状
の
単
な
る
生
薬
加

工
場
、
璽
襄
霊
的
な
現
況
を

企
業
の
採
算
性
と
い
う
側
面
か

ら
考
察
し
た
も
の
。
将
来
に
不

安
材
料
を
残
し
な
が
ら
も
、
取

道
も
対
応
に
苦
脳
の
色

引
上
の
特
別
な
失
敗
な
ど
が
な
に
欠
け
て
お
り
、
従
来
の
経
営
き
り
し
て
き
た
』
と
期
待
を
か

け
れ
ば
当
面
は
”
い
け
る
“
企
体
質
に
新
た
な
長
期
資
金
を
導
け
る
。

業
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
入
す
る
だ
け
、
と
い
う
厳
し
い
確
か
に
道
の
定
例
幹
部
会
議

一
一
・③
罷
蠅
繩
瀬
騨
潴
蝿
廉
灌
側
灘
聿
擁
紫
瀕
鯛
調
餓
踊
諦

一
一
・
く
。
↑
出
て
い
な
い
』
と
の
指
摘
も
さ
大
限
、
会
社
更
生
法
し
か
な
い
』

絵
に
曹
い
た
モ
チ
譲
駆
蹄
穆
飛
翰
齢
噸
鶏
繩
鮭
駈

百
万
円
を
五
か
年
無
利
息
と
し

六
年
目
か
ら
二
十
年
間
で
年
利

四
軒
程
度
で
償
還
す
る
②
道
に

新
し
く
二
億
八
千
九
百
万
円
の

資
金
を
求
め
五
か
年
無
利
息
、

六
年
目
か
ら
二
十
年
間
で
年
利

四
軒
で
償
還
す
る
ｌ
な
ど
。

現
代
の
経
済
の
ス
ピ
ー
ド
は

十
年
先
を
予
測
す
る
の
も
困
難

と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
計
画
は

何
と
二
十
五
年
先
を
予
測
し
た

〃
神
業
“
的
な
内
容
。
借
入
金

に
対
す
る
抜
本
的
な
取
り
組
み

倒
産
か
長
期

貸
し
付
け
か

近
く
最
終
判
断
が

態
。
こ
の
た
め
石
川
市
長
は
、

対
道
折
衝
の
中
か
ら
何
と
か
活

路
を
見
い
だ
し
、
局
面
の
打
開

を
図
ろ
う
と
努
力
中
だ
。
名
寄

市
と
並
び
同
公
社
の
大
株
主
で

あ
る
道
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。

石
川
市
長
は
『
道
は
こ
ち
ら

の
再
建
計
画
を
見
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
る
。
知
事
サ
イ
ド

で
は
生
薬
公
社
は
一
村
一
品
運

動
の
理
念
か
ら
も
残
す
べ
き
で

更
生
法
適
用
や
倒
産
は
さ
せ
な

い
方
針
だ
。
道
の
態
度
は
す
っ

三
点
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

現
在
は
、
元
部
長
グ
ラ
ス
の

幹
部
を
キ
ャ
ッ
プ
に
、
内
部
の

検
討
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
そ

こ
で
検
討
会
を
繰
り
返
し
て
い

る
が
、
問
題
が
問
題
だ
け
に
い

ま
も
結
論
が
出
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
出
さ
れ
た
三
つ
の

案
の
う
ち
、
整
理
・
解
散
の
場

合
は
道
、
市
民
に
負
担
を
か
け

知
事
、
市
長
の
行
政
責
任
は
免

れ
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
更
生
法

適
用
な
ど
法
的
な
措
置
の
場
合

●
●
●

◇
生
薬
公
社
に
関
す
る
道
讃

会
の
経
過
▽
本
会
議
一
般
質
問

Ⅱ
東
典
俊
〈
自
）
大
平
秀
雄
〈

■
ロ
一

も
債
務
カ
ッ
ト
で
実
害
を
与
え
の
は
必
至
。
や
る
と
す
れ
ば
道
の
な
さ
に
不
澗
の
声
が
あ
る
と
．
”
“

同
じ
く
知
事
、
市
長
の
政
治
責
が
経
営
に
参
画
す
る
く
ら
い
の
い
う
。

一
一
一

任
は
免
れ
な
い
。

決
意
も
必
要
Ｉ
な
ど
が
論
議
さ
名
寄
市
か
ら
の
再
建
案
が
あ
熱

そ
こ
で
低
利
貸
し
付
け
に
よ
れ
た
模
様
だ
。

い
ま
い
な
ば
か
り
に
、
道
の
対
．
与

る
自
主
再
建
の
道
が
な
い
わ
け
道
が
出
資
す
る
公
社
が
、
整
応
が
あ
い
ま
い
な
も
の
と
な
っ
難

で
な
い
が
、
と
て
も
長
期
間
を
理
・
解
散
、
あ
る
い
は
債
務
力
て
は
、
さ
ら
に
大
き
な
禍
根
を
窪

要
し
、
今
の
時
点
で
は
難
し
い
。
ツ
ト
に
よ
る
再
建
と
い
う
事
態
残
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
鞭
一
一
一

実
施
し
て
も
万
一
、
失
敗
す
れ
に
な
れ
ば
、
横
路
知
事
が
提
唱

ぱ
道
の
責
任
は
よ
り
重
く
な
る
す
る
一
村
一
品
運
動
の
理
念
に

一
一
一
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０
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０
０
０
０

蕊

ｂ
■
■
●
■
●
●
①
●
一
■
■
■
●
●
●
●
●
●
“
■
■
●
●
●
●
■
ロ

■
■
■
■
●
旬
●
●
●
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
■
。
●
●
●
●
●
■

■
■
句
の
●
●
●
●
●
■
■
Ｕ
●
●
●
●
■
●
ロ
■
■
●
●
●
●
●

自
）
舟
山
広
治
〈
社
）
・
内
容

は
生
薬
栽
培
の
奨
励
、
現
状
把

握
と
展
望
な
ど
。
季
予
算
特
別

委
員
会
Ⅱ
青
木
カ
ー
社
）
山
家

勇
（
社
）
舟
山
広
治
〈
社
）
諏

訪
田
勝
衛
〈
社
）
・
内
容
は
出

OIO
●●

●●●

●■●

●●●

●■｡

●■●

生薬公社存廃のカギを握る形になった北海道庁

■
■
ロ
●
●
●
●
●
●
企
■
■
●
●
●
●
●
●
Ｑ
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
巳
ｑ

■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
卓
■
■
■
■
●
●
●
ゆ
●
●
●
▲
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●

■
■
可
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
②
●
由
■
９
■
●
●
●
●
●
■
■
可
●
●
の
●
む
ら
一
一

●
■

■
●
■

●
●
■

ヒ
ビ
が
入
り
か
ね
な
い
。
”
鵲
●
■
■

●
●

一
一
一

し
か
し
現
状
で
は
、
い
く
ら
溌
●
。
、

。
●
●

長
期
低
利
資
金
を
貸
し
付
け
て
望●Ｏ

も
、
間
違
い
な
く
再
建
で
き
る
醗
●
■
。

●
０
■

●
●

と
い
う
保
証
は
全
く
得
ら
れ
な
三●●

●
●
匂

い
だ
ろ
う
。
道
の
苦
悩
は
深
ま
鰯
●
●
■

●
●

る
ぱ
か
り
。
『
早
い
機
会
に
何
漕
■
●
●

ら
か
の
結
論
を
出
す
』
こ
と
に
戦
一
一
一

な
っ
て
い
る
が
、
目
下
の
と
二
…●●
ｇ
●
●

●
●
●

●
●
。

ろ
は
決
断
し
か
ね
て
い
る
。
認
．
一
一
一

●
●

石
川
市
長
は
『
道
と
の
折
衝
識
●
●
●

●
■

の
中
か
ら
再
建
案
を
生
み
出
し
三●●
■
■
●

Ｂ
●
●

た
い
』
と
語
っ
て
い
る
が
、
こ
鷺
●
●

う
し
て
み
る
と
事
実
上
、
市
は
漕●●
●
●
●

●
●
◆

道
に
ゲ
タ
を
預
け
た
格
好
。
本
剴

来
な
ら
公
社
の
存
在
す
る
現
地
熱
●
■
●

●
●
●

か
ら
も
っ
と
現
実
的
で
抜
本
的
妻■●

な
再
建
案
を
打
ち
出
し
、
対
道
難
０
■
■

●
■

折
衝
に
臨
む
べ
き
で
な
か
っ
た
言
●
●
●

●
●
■

か
。
道
内
部
に
も
市
の
主
体
性
戦
一
一
一

‐
Ｐ
の
、
。
Ｂ
、
■
■
Ｐ
ｂ
■
■
厚
ｒ
”
ｂ
６
Ｉ
◇
ｂ
Ｌ
］
■
Ｐ
Ｌ
Ｐ

資
計
画
、
生
薬
公
社
の
運
営
状
壹

況
な
ど
。
▽
決
算
委
員
会
、
決
算
識

委
員
会
総
括
質
問
Ⅱ
舟
山
広
治
追

｛
社
）
・
内
容
は
生
薬
公
社
の
一
劃

運
営
に
つ
い
て
な
ど
。

一
一
口
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■
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①
■
■
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●
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■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
■
●
●
●
●
凸
■
■
■
●
●
の
●
●
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■
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●
●
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●
●
●
●
●
●
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●
●
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■
●
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●
●
●
●
一
■
■
▽
●
●
□
●
●
●
一
■
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マ
●
●
●
●
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●
●
■
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口
●
●
●
●
●
●
●
■
■
マ
■
●
●
●
●
●
■
■
可
●
●
●
●
●
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
一
■
■
ｑ
●
●
●
●
●
●
■
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■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
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●
●
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■
ロ
●
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●
■
■
ｑ
●
■
●
●
■
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●
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■
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●

●
●

問
題
は
旧
債
処
理
雛
箪
篭
遷
鰯
蕊
簾
蕊
鮮

苦
脳
す
る
生
薬
公
社
の
命
運
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
て
き
な
も
の
に
な
る
か
ど
う
か
。
道

を
握
る
名
寄
市
議
会
は
、
こ
の
た
こ
と
だ
け
は
事
実
だ
。
も
再
建
に
本
腰
と
聞
く
の
で
、

問
題
に
ど
う
対
処
し
よ
う
と
し
さ
て
そ
の
市
蟻
会
だ
が
、
生
道
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
中
で
市

で
い
る
か
。
ま
た
同
公
社
の
取
薬
公
社
問
題
に
関
し
て
は
各
派

締
役
会
は
自
ら
の
問
題
を
ど
う
各
様
で
、
対
応
は
ま
ち
ま
ち
な

議
会

と
ら
え
て
い
る
の
か
。
今
回
は
の
が
現
状
だ
。
議
員
定
数
二
十

そ
の
辺
の
事
情
に
ス
ポ
ッ
ト
を
四
人
の
中
で
、
市
長
が
頼
み
と

当
て
て
み
よ
う
。

す
る
最
大
会
派
、
新
政
同
友
会

北
海
道
生
薬
公
社
が
誕
生
以
（
大
久
保
光
義
会
長
・
十
一
人
）

来
十
五
年
、
複
雑
多
岐
な
問
題
は
過
半
数
を
割
っ
て
い
る
。
こ

が
論
議
さ
れ
続
け
て
き
た
が
、
の
ほ
か
社
会
党
議
員
会
（
今
藤

そ
の
中
心
的
な
舞
台
は
、
同
公
正
美
会
長
・
八
人
）
交
友
会
（

社
の
取
締
役
会
よ
り
も
、
む
し
倉
沢
義
衛
会
長
・
三
人
）
な
ど
民
合
意
の
得
ら
れ
る
も
の
と
し

る
市
議
会
で
あ
っ
た
。
取
締
役
が
あ
る
が
、
議
論
が
全
く
か
み
た
い
。
そ
の
場
合
、
市
の
財
政

の
中
に
は
『
わ
れ
わ
れ
が
い
く
合
っ
て
い
な
い
。
負
担
は
不
可
欠
だ
ろ
う
。
も
う

ら
論
議
し
て
決
め
て
も
、
議
会
ま
ず
、
同
公
社
取
締
役
で
も
一
つ
、
公
社
自
身
の
体
質
改
善

が
〃
ノ
ー
々
と
い
え
ば
そ
れ
ま
あ
る
大
久
保
新
政
同
友
会
会
長
も
必
要
。
民
間
の
活
力
を
得
て

で
だ
』
と
、
愚
知
と
も
不
満
と
は
『
生
薬
公
社
は
残
し
て
い
く
公
社
と
共
に
生
き
る
と
い
う
人

も
受
け
と
れ
る
発
言
を
す
る
人
と
い
う
の
が
基
本
姿
勢
』
と
語
物
を
探
す
べ
き
だ
』
と
語
っ
て

も
い
た
。
る
。
そ
し
て
『
現
状
の
金
利
を
い
る
。

議
会
は
住
民
の
立
場
か
ら
公
負
担
し
な
が
ら
の
再
建
は
及
び
し
か
し
、
同
じ
新
政
同
友
会

金
の
出
入
り
に
つ
い
て
厳
重
に
も
つ
か
な
い
。
旧
債
の
タ
ナ
上
内
部
に
も
『
速
や
か
に
整
理
し
、

チ
ェ
ッ
ク
し
、
ま
た
そ
れ
が
有

効
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
を
見
届
け
る
責
任
が
あ
り
、

て
う
し
た
傾
向
も
当
然
と
い
え

蕊

刑
釧
瑠
雌
捨

笠
Ｊ
一
一
鴎
α
鵜
節
華
厚
昇
訳
萱
て
酢
せ
る
と
語
一
ゞ
て
い
る
。
出
て
采

ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
た
計
画
の
裏
付
け
な
ど
を
し
っ

は
っ
き
り
さ
せ
た
い
、
今
後
二
か
り
見
極
め
て
み
た
い
。
先
に

度
と
行
政
上
の
汚
点
を
残
さ
な
提
出
さ
れ
た
再
建
計
画
は
問
題

い
よ
う
対
応
を
強
め
、
責
任
の
に
な
ら
な
い
』
と
語
っ
て
い
・
る
。

所
在
も
明
ら
か
に
し
た
い
』
と
こ
の
ほ
か
、
共
産
党
の
斉
藤

し
て
い
る
。
晃
議
員
は
『
臨
時
議
会
を
開
い

さ
ら
に
名
寄
地
区
労
と
連
携
て
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
べ

し
、
生
薬
公
社
問
題
市
民
集
会
き
だ
』
・
公
明
党
の
沖
沢
清
一

を
開
催
し
て
お
り
、
市
民
と
の
議
員
は
『
党
派
間
で
こ
の
問
題

対
話
の
中
か
ら
解
決
の
道
を
探
で
対
立
が
あ
る
の
は
遺
憾
、
譲

り
た
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
市
会
と
し
て
意
見
を
一
本
化
す
べ

氏
集
会
の
中
で
社
会
党
議
員
会
き
だ
』
と
話
す
。

惇
『
倒
産
に
近
い
形
で
公
社
を
こ
の
よ
う
に
、
こ
と
主
薬
公

内
郭

辰
借
に
移
行
す
へ
き
で
な
い
解
敵
さ
せ
純
粋
な
民
間
事
業
社
問
題
の
対
応
に
関
し
て
は
、

か
。
そ
の
場
合
、
市
に
新
た
な
と
し
て
再
出
発
さ
せ
る
べ
き
で
各
会
派
な
ど
が
〃
わ
が
道
を
行

負
担
を
か
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
。
こ
の
場
合
、
市
関
係
く
“
で
さ
っ
ぱ
り
議
論
が
か
み

な
い
』
と
い
う
少
数
意
見
も
あ
分
の
負
担
約
四
億
円
の
焦
げ
つ
合
わ
な
い
。
議
会
と
し
て
の
銃

り
、
新
政
同
友
会
の
内
部
は
、
き
も
や
む
な
し
』
と
の
説
明
を
一
意
見
を
出
す
に
は
ほ
ど
壷

必
ず
し
も
意
見
が
一
致
し
て
い
行
っ
て
い
る
。
討
論
集
会
の
中
く
、
生
薬
公
社
問
題
を
一
層
、

な
い
よ
う
だ
。
で
は
、
石
川
市
長
（
公
社
社
長
）
混
迷
さ
せ
る
も
の
と
懸
念
さ
れ

ジ
ワ
リ
責
任
追
及
厄
棚
岫
燗
唯
硴
墹
ぅ
声
も
ジ
ワ
る
と
こ
ろ
。

一
方
、
社
会
党
議
員
会
は
こ
交
友
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
大
半
が
頼
ま
れ
て

れ
ま
で
に
、
生
薬
公
社
横
領
事
大
場
徹
議
員
は
『
ま
だ
、
正
式
次
に
同
公
社
取
締
役
会
の
方

件
を
端
緒
に
し
て
臨
時
市
議
会
に
こ
の
問
題
は
協
議
し
て
い
な
は
ど
う
な
の
か
。
現
在
の
役
員

の
開
催
を
要
求
中
だ
。
百
条
調
い
が
』
と
前
置
き
し
『
市
長
は
構
成
は
石
川
社
長
以
下
、
取
締

章
委
員
会
を
設
置
し
て
五
十
六
近
く
こ
の
問
題
を
は
っ
き
り
さ
受
ま
十
八
、
監
登
堂
元
〆
閂

剛
衣
誰

ﾖX且．

４
夕
一
二
■
■
■
■
Ｈ
■
Ⅱ
、
■

紺
し
て
著
し
Ａ
て
い
る
カ
ヨ

き
継
い
だ
か
ら
に
は
早
く
手
迄

、
石
川
社
長
ら
数
人
を
除
打
つ
べ
き
だ
っ
た
。
そ
れ
を
’

半
が
五
十
六
年
八
月
、
紛
な
い
で
苦
し
ん
で
い
る
。
野
誉

冥
騒
ぎ
以
降
に
新
任
と
な
議
員
は
（
公
社
を
）
な
く
せ
シ

人
た
ち
ば
か
り
。
ま
た
取
い
う
が
、
借
金
さ
え
な
け
れ
ぽ

の
中
で
個
人
的
に
同
公
い
い
企
業
だ
。
そ
れ
が
名
寄
の

出
資
し
て
い
る
の
は
わ
ず
た
め
に
も
な
る
。
社
長
は
早
ぐ

八
。
大
半
は
株
を
持
た
な
決
断
す
べ
き
だ
』
と
語
る
。

稀
役
だ
。
｜
ま
た
、
同
じ
く
取
締
役
で
市

諦
役
の
一
人
、
五
十
嵐
正
議
で
も
あ
る
野
村
義
正
さ
ん
一

九
（
五
十
嵐
組
社
長
）
は
名
寄
衛
生
公
社
社
長
）
は
塁

塞
は
朝
九
時
に
出
て
五
時
本
的
に
は
社
長
で
あ
る
石
川
市

る
よ
う
じ
や
成
り
立
た
長
の
考
え
方
だ
。
地
場
産
業
の

医
所
み
た
い
で
は
ダ
メ
で
振
興
の
面
か
ら
も
何
と
か
再
建

電
右
受
も
示
字
を
引
き
‐
更
局
號
、
日
費
を
ど
う
ｒ
５

も
前
に
進
め
な
ど
と
い
う
ｃ
し
た
取
縛
役
か
多
い
だ
け
に
、

そ
し
て
『
市
長
が
社
長
を
兼
そ
の
経
営
責
任
な
ど
を
追
求
ｌ

識
し
た
り
、
支
配
人
を
市
か
ら
で
も
は
じ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

、
向
さ
せ
る
の
で
は
ダ
メ
。
名
混
迷
の
度
を
深
め
る
市
議

電
だ
け
の
生
薬
公
社
で
は
な
く
会
、
形
が
い
化
の
恐
れ
十
分
の

処
海
道
全
体
の
公
社
で
あ
る
こ
取
締
役
会
。
ど
れ
を
と
っ
て
み

こ
を
考
え
ね
ば
Ｉ
。
二
年
半
も
て
も
生
薬
公
社
問
題
の
解
決
に

骨
建
再
建
と
い
い
な
が
ら
何
も
は
決
し
て
プ
ラ
ス
材
料
で
は
左

誉
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
』
い
・
名
寄
市
当
局
、
市
讓
三

こ
付
け
加
え
た
。
取
締
役
会
と
も
、
中
核
都
市
名

監
査
役
の
島
田
要
一
さ
ん
（
寄
の
ト
ッ
プ
集
団
。
生
薬
公
社

へ
名
寄
信
金
理
事
長
）
は
『
事
問
題
一
つ
に
何
年
も
振
り
回
さ

隅
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
み
ん
れ
つ
放
し
と
い
う
の
は
、
い
か

》
が
ど
う
考
え
る
か
。
私
か
ら
に
も
情
け
な
い
話
で
な
い
か
。

一
可
も
言
え
験
食
》
ｌ
・

l問題で洞

ま土面
艮では
が土黒
罰地い

逼黍上

お
り
も
力

野
点
に
戻
一
・
て
の
拒
捕
：

取
締
役
会
の
方
も
、
一
房

フ
に
意
見
は
分
か
れ
る
。
鐇

床
算
問
題
の
険
、
『
何
と
か

元
名
寄
蝉

の
田
村
栄
巻

か
五
瞳
コ
ト

工
引
可
ム
フ
リ

現
在
の

い
も
の
に

吾
室
ル
ス

畠裏手
010
●●

●●C

●●●

●●●

■●●

■■●

■●



ーー
■■ローーの

一
一
一
一
う
回
一
己
１
戸
麺
〉
に
咋
妙
Ｉ
Ｆ
』
抑
。

●
●驚
大
な
累
額
赤
宰

●
●
●

●
●
０

●
●言
社
。
公
社
経
営
一

●
■
●雛
の
対
応
、
地
場
一

●
ロ溝
位
置
、
混
迷
す
↓

●
●
●

Ｄ
Ｃ
、剴
役
の
様
子
…
な
い

黙
た
が
、
名
寄
宙

●
●
●

■
●
●

●
●
●号
問
題
を
ど
う
考
α

●
■

●
０
■

◎

溌
ろ
う
か
Ｉ

●
●
●

●
●

一
一
一

反
応
は
今

●
●

■
●
●

●
●
●

Ｏ
●
。

、
●
●

●
■
●

ｂ
●
一
一
一

編
集
部
は
、
生

●
Ｇ

Ｃ
Ｇ
■

０
０
●

●
０
口

●
●
●哉
峠
』
対
す
る
市
民
（

■
●●

●蕊
め
、
七
日
付
の
一

●
■
ｑ

●
■
●

●
●三
の
意
見
や
感
想

●
Ｇ

Ｂ
。
●黙
た
。
生
薬
公
社

●
旬壹
た
こ
と
、
今
後
し

●
●
●

●
●
●

●
●
■…
い
か
、
本
企
画
士

●
●
●

●
、鵜
想
な
ど
何
で
も
差

●
、
。

０
℃
●墓
旨
だ
っ
た
。

●
０

十
日
ま
で
Ｆ
エ

０
も
●

●
●
●

９
０
６

●
●
●

●
●
●

ｂ
●言
れ
た
読
者
の
声
吟

●
●
●

Ｇ
ｃ
ｇ撒
口
、
電
話
三
本
。

一
博
か
を
巡
っ
て
大
睾

－
９
，
●

一
税
》
迎
え
て
い
る
鐸
舘

繕
件
数
は
極
め
て
《

一
《
一
は
、
い
っ
た
い
街

一
癖
《
い
る
の
だ
ろ
う
《

夢
等
篭
島
れ
た
意
冒

一
心
釦
●
。
０

◆
４

－
や
》
恥
“
。
》
」
◆
・
句
‐
↓

辰
睡
Ｉ
ｉ
１
い
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妄嘆Z／と（）iii〉<i…設
立
の
原
点
は
色
あ
せ
、
膨

大
な
累
額
赤
字
に
悩
む
生
薬
公

社
。
公
社
経
営
の
内
容
や
行
政

の
対
応
、
地
場
産
業
と
Ｉ
そ
の

位
置
、
混
迷
す
る
醗
会
や
取
締

役
の
様
子
…
な
ど
を
追
っ
て
み

た
が
、
名
寄
市
民
は
生
薬
公
社

問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
ｌ
ｉ
ｂ

反
応
は
今
ひ
と
つ

編
集
部
は
、
生
薬
公
社
問
題

峰
対
す
る
市
民
の
声
を
聞
く
た

め
、
七
日
付
の
本
企
画
で
読
者

の
意
見
や
感
想
を
求
め
て
み

た
。
生
薬
公
社
に
対
し
て
感
じ

た
こ
と
、
今
後
ど
う
ナ
れ
ぱ
よ

い
か
、
本
企
画
を
読
ん
で
の
感

想
な
ど
何
で
も
結
機
ｌ
と
の
趣

旨
だ
っ
た
。

十
日
ま
で
雁
本
社
へ
寄
せ
ら

れ
た
読
者
の
声
は
、
手
紙
が
ゼ

ロ
、
電
話
三
本
。
再
建
か
雛
理

か
を
巡
っ
て
大
き
な
ヤ
マ
場
を

迎
え
て
い
る
鐸
鵡
涯
し
て
は
、
‐

件
数
は
極
め
て
少
な
い
。
↓
一
れ

は
、
い
っ
た
い
何
を
物
摺
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
ｉ
℃
電
話
で

等
残
貞
れ
た
意
見
を
紹
介
す
る

鎧
繊
謹
瀧

110

111

110

110

名
寄
に
住
ん
で
四
十
年
近
く

に
な
る
が
、
公
社
の
運
営
が
キ

ナ
臭
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
知

る
人
は
、
静
か
に
成
り
行
き
を

見
守
っ
て
い
た
と
思
う
。
横
領

事
件
が
突
然
、
市
民
の
前
に
現

れ
た
が
、
公
僕
と
し
て
の
本
分

と
信
頼
を
欺
い
た
行
為
は
、
断

じ
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
公

社
の
管
理
監
督
の
地
位
に
あ
る

者
、
市
民
を
代
表
す
る
議
員
に

も
責
任
が
あ
る
。

議
員
は
、
会
派
に
か
か
わ
ら

ず
団
結
し
て
、
真
相
究
明
と
管

理
監
督
の
地
位
に
あ
る
者
の
進

退
を
二
市
民
の
前
に
明
ら
か
に

し
て
ぼ
し
い
。
行
政
上
で
発
生

し
た
こ
の
種
の
問
題
は
、
子
供

か
ら
老
人
ま
で
か
か
わ
り
を
待

つ
こ
と
。
一
市
民
と
し
て
関
心

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
民
全
体
で
じ
っ
く
り
行
政
の

こ
と
を
考
え
、
正
常
に
機
能
す

る
よ
う
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

（
名
寄
市
西
三
北
四
・
小
林

蕃
・
六
十
三
歳
）◇市

民
の
声
を
聞
く

Ih

118

■●■

●●●

｡●

110

110

市
長
も
識
会
も
、
こ
の
大
切

な
時
期
に
公
社
問
題
ば
か
り
に

夢
密
怜
な
っ
て
い
る
こ
と
は
過

憾
だ
。
福
祉
・
過
疎
対
策
な
ど

重
要
な
問
題
が
山
積
し
て
い

る
。
問
題
を
早
く
片
付
け
、
こ

う
し
た
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。
い
い
か
げ
ん
に

し
て
く
れ
と
言
い
た
い
。

公
社
は
、
利
益
を
上
げ
た
ら

市
民
に
還
元
す
る
仕
組
み
に
な

生
薬
公
社
が
こ
れ
以
上
、
市

民
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
。
過
去
の
デ

タ
ラ
メ
ぶ
り
に
は
あ
き
れ
る
ば

か
り
。
一
日
も
早
く
、
市
民
に

負
担
を
か
け
な
い
形
で
解
決
す

べ
き
だ
。

110

決
断
求
め
る
各
界
の
声

110

＝⑩＝ 110

110

は
、
『
安
易
な
こ
と
が
で
き
る
』

と
い
う
気
持
ち
が
一
般
市
民
に

広
が
る
こ
と
に
な
り
、
納
得
で

き
ま
せ
ん
よ
。

市
長
も
社
長
で
あ
る
以
上
、

部
下
に
ま
か
せ
き
り
で
は
い
け

な
い
。
き
ち
ん
と
や
ら
な
け
れ

ば
、
同
じ
こ
と
が
起
き
る
と
思

う
。
再
建
の
足
を
引
っ
張
る
な

ら
、
な
お
さ
ら
で
す
よ
…
。

（
名
寄
市
内
の
男
性
・
匿
名

希
望
）各

界
の
声
を
聞
く

読
者
の
声
が
三
件
と
少
な
か

｜
●
●
▲
■
■
●
毎
■
●
●
。
」
■
■
●
●
●
●
■
■
ａ
■
■
●
■
●
●
●
●
■
■
■
●
●
画

●
の
ロ
ロ
■
■
ロ
■
■
●
■
●
●
●
■
■
■
□
●
●
●
●
●
①
■
■
■
■
■
●
●
●
■
●
●
●
一
■
■
■
●
●
一

一
●
●
●
■
■
可
の
●
■
●
●
●
●
■
旬
●
。
●
●
■
■
■
■
▽
●
。
●
●
●
●
■
■
▽
●
口

っ
て
い
る
の
か
。
資
金
に
困
る

と
市
や
道
に
お
ん
ぶ
す
る
窒
易

な
感
覚
が
、
今
日
の
事
態
を
招

い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
責

任
は
、
市
長
と
議
会
双
方
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

（
名
寄
市
内
の
五
十
九
歳
の

会
社
員
・
匿
名
希
望
）

◇

取
締
役
や
監
査
も
い
る
公
社

の
中
で
、
横
領
が
分
か
ら
な
か

っ
た
と
い
う
の
は
ひ
ど
い
こ
と

だ
。
元
支
配
人
に
退
職
金
を
払

っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
私
た

ち
の
税
金
。
横
領
に
対
す
る
社

会
的
制
裁
が
書
類
送
検
だ
け
で

手
紙
は
ゼ
ロ

電
話
が
Ｓ
件

複
雑
さ
に
と
ま
ど
い
？

つ
け
て
も
ら
い
、
一
般
行
政
に

影
響
を
与
え
な
い
形
で
や
っ
て

ほ
し
い
。
解
散
、
更
生
法
と
い

う
結
論
に
な
り
、
市
の
債
務
保

証
分
が
一
般
会
計
で
処
理
さ
れ

る
と
な
る
と
大
き
な
問
題
だ
。

理
事
者
側
か
ら
再
建
の
具
体
案

や
市
の
持
ち
出
し
に
つ
い
て
全

く
説
明
が
な
く
、
↓
組
合
側
の
考

え
方
の
統
一
が
で
き
な
い
。
償

務
保
証
分
の
負
担
に
な
る
と
、

職
員
給
与
に
も
大
き
く
影
瀞
す

る
の
で
、
臨
時
議
会
を
傍
聴
し

職
場
討
議
を
行
い
、
態
度
を
決

め
た
い
。
。

角
■
■
●
●
■
。
●
■
▲
■
■
●
●
。
●
●
●
』
■
■
●
●
●
■
●
●
■
■
■
の
●
●
ロ
ー

●
■
】
■
■
■
●
■
●
●
●
●
▲
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
・
■
■
■
●
●
●
■
●
●
■
■
■
■
■
●
●
●
●
一

●
■
■
可
●
●
●
●
●
●
■
■
。
●
■
●
■
●
●
■
■
弓
●
●
●
●
●
●
■
■
可
■
●
●
一

つ
た
た
め
、
編
集
部
で
は
各
界

代
表
ら
に
電
話
・
面
談
で
、
生

薬
公
社
問
題
に
対
す
る
意
見
を

聞
い
て
み
た
。

◇
更
生
法
も
や
む
な
し

（
公
社
を
）
企
業
と
し
て
残

す
の
な
ら
会
社
更
生
法
以
外
に

な
い
で
す
ね
。
和
議
の
方
法
も

あ
る
が
、
内
容
は
似
た
よ
う
な

も
の
で
す
。
中
途
半
端
な
方
法

で
は
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し

に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

（
市
内
の
あ
る
金
融
機
関
関

係
者
の
話
）

◇
行
政
へ
の
影
響
心
配

で
き
れ
ば
再
建
の
見
通
し
を

●
■
■
■
、
■
ｅ
■
●
』
■
■
●
●
●
●
●
●
■
■
巳
●
●
■
●
●
●
■
■
■
●
●
塀
●
●
●
▲
■
■

■
昂
■
■
●
●
●
□
●
●
●
■
■
■
■
●
●
●
■
●
■
●
■
■
■
ロ
●
●
■
●
●
●
●
凸
■
■
■
●
Ｑ
●
●
●
●
寺
●
■
■
■

■
■
■
●
■
●
●
●
●
■
■
で
●
●
●
●
■
●
■
■
可
○
■
●
●
●
○
■
■
可
■
●
●
●
●
●
■
■
Ｕ

吾

公
社
は
、
半
官
半
民
の
悪
い

部
分
が
出
て
し
ま
っ
た
。
魚
菜

市
場
の
よ
う
に
、
市
は
経
営
監

査
的
な
形
で
参
加
す
る
の
が
望
一

幸
《
７
）
い
◎

大
部
分
の
市
職
員
に
と
っ

て
、
公
社
問
題
の
系
統
的
な
情
一

報
が
な
か
っ
た
。
横
領
事
件
や

連
載
記
事
、
臨
時
会
を
契
機
に

市
民
と
同
じ
ス
タ
ー
ト
台
に
立

っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

（
吉
川
利
史
名
寄
市
職
員
労
一

働
組
合
委
員
長
の
話
）

◇
出
賀
金
あ
き
ら
め
た

当
初
、
生
薬
に
期
待
を
寄
せ
一

て
い
た
が
、
普
通
の
作
物
よ
り

手
間
が
か
か
る
わ
り
に
収
入
が

少
な
か
っ
た
。
早
い
時
点
で
手

を
引
い
て
お
り
、
出
資
金
は
戻

っ
て
こ
な
い
も
の
と
思
い
、
あ

て
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
平
間
庄
蔵
名
寄
農
協
組
合

長
。
一
月
下
旬
、
同
農
協
で
）

◇
生
薬
奨
励
は
無
理

以
前
、
う
ち
の
組
合
長
も
公

社
の
取
締
役
で
し
た
が
、
監
査

体
制
が
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い

こ
と
や
、
価
格
面
で
組
合
員
の

利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
、
経
営

内
容
に
も
問
題
が
あ
る
Ｉ
な
ど

の
理
由
で
、
理
事
会
に
も
諮
っ

て
役
職
を
降
り
た
と
思
う
。

現
在
の
生
薬
価
格
で
は
、
組

合
員
に
栽
培
を
奨
励
す
る
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
価
格
が
保

証
さ
れ
れ
ば
事
情
は
変
わ
っ
て

く
る
ん
で
し
ょ
う
が
・
・
・
。

（
石
本
昌
嗣
智
恵
文
農
協
参

事
の
話
）

◇
右
川
市
長
は
気
の
毒

せ
っ
か
く
の
企
業
で
あ
り
、

大
い
に
期
待
し
て
い
た
の
で
す

が
、
内
容
が
す
ご
く
厳
し
い
と

聞
い
て
い
る
。
多
少
の
犠
牲
で

継
続
で
き
る
の
な
ら
や
っ
て
ほ

し
い
が
、
そ
の
辺
の
兼
ね
合
い

が
問
題
だ
と
思
う
。
石
川
市
長

は
前
市
長
の
仕
事
を
引
き
継

ぎ
、
苦
労
さ
れ
て
誠
に
気
の
毒

Ih

110

110

110

で
す
。（

清
水
博
名
寄
市
商
店
街
連

合
会
長
の
話
）

◇
今
こ
そ
決
断
の
時
期

い
か
に
今
後
の
損
失
を
少
な

く
す
る
か
ｌ
今
、
決
断
し
な
い

と
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な

る
。
負
俄
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
道
を
明
示
し
、
市
民
の
合

意
を
得
る
こ
と
が
大
切
。
『
せ

っ
か
く
で
き
た
も
の
を
…
』
と

い
う
気
持
ち
だ
け
で
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
。
ふ
ん
切
り
を
つ

け
る
時
期
だ
と
思
う
。

（
梅
野
博
名
寄
青
年
会
譲
所

直
前
理
事
長
の
話
）

◇
思
い
切
っ
た
処
分
を

こ
う
な
っ
た
ら
思
い
切
っ
て

110

胴0

110

生薬公社の調整・加工喝一存廃を巡りさまざまな声が飛び交う

▲
■
■
●
●
●
ぜ
“
■
凸
■
■
。
●
ぬ
●
●
■
凸
■
”
●
●
●
●
●
●
▲
■
■
●
●
●
●
・

■
■
■
■
●
●
●
●
句
ｃ
●
曲
■
■
■
凸
●
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
●
●
●
●
の
●
■
■
■
■
●
。
●
●
ロ

●
■
■
Ｑ
●
●
■
●
■
■
■
▽
Ｄ
Ｐ
□
●
。
●
●
■
▽
①
●
Ｑ
■
口
Ｇ
■
晒
咽
■
●
●
●
■Ｕ

一
一
一

●
●

●
Ｃ
Ｄ

処
分
を
す
る
べ
き
だ
。
や
め
て
鰯
●
●

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
禧
●
●
●

●
●
●

が
、
問
題
を
早
く
解
決
し
て
ぼ
篭一一一

し
い
。
長
く
な
る
ほ
ど
マ
イ
ナ
齢●●ｇ
ｇ
●
■

ス
だ
と
思
う
。
市
民
と
し
て
犠
畿も●

性
も
鐵
壱
鱈
し
て
い
る
。
鷺■、●●●●、●。

●
●

（
船
造
昌
次
郎
名
寄
市
老
人
言
●
●
●

ク
ラ
ブ
蓮
丞
ロ
会
長
の
話
）
槻

一
一
一

◇
蟻
員
の
責
任
は
重
大
．
…■●
●
。
●

●
●
■

０
■
●

職
員
は
、
黒
を
白
と
言
い
く
一
三

る
め
、
安
易
に
賛
否
を
し
て
は
熱■０■

、
●
●

い
け
な
い
。
特
に
与
党
は
し
っ
罫●●

●
■
●

か
り
研
修
を
行
い
、
正
し
く
も
鴬
●
●
●

●
■

の
を
考
え
な
い
と
苦
し
む
の
は
言●■■

●
●
●

●
●
●

市
長
で
す
。
野
党
も
、
悪
い
こ
剥

と
は
と
こ
と
ん
追
及
す
れ
ぱ
よ
戦
●
●
●

か
つ
た
。
市
民
の
代
弁
者
は
鍛
剥

員
し
か
い
な
い
。
全
議
員
が
市
職
Ｑ
Ｏ
Ｏ

民
サ
イ
ド
で
考
え
な
い
と
、
市
妻●●
■
。
●

●
●
●

長
ば
か
り
悪
者
に
し
て
も
始
ま
繁
●
●

ら
な
い
。
役
員
ｌ
特
に
監
査
役
嬉
●
●
●

●
。
●

に
一
番
責
任
が
あ
り
ま
す
よ
。
“
唖
”
●
●

一
一
一

（
市
内
豊
栄
・
五
十
七
歳
の
認
”●●
●
。
●

も
●
●

主
婦
・
匿
名
希
望
）
罰００

◇
糊●■

本
シ
リ
ー
ズ
は
市
民
の
間
に
害
●
●
●

●
Ｕ
●

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
が
『
問
謝
●
●

題
点
が
よ
う
や
く
理
解
で
き
毒●●●
ｇ
ｏ
●

Ｏ
●
●

た
』
と
い
う
段
階
の
よ
う
で
あ
‐
罰

つ
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
生
薬
公
職
●
Ｄ
●

０
０
○

社
問
題
が
そ
れ
だ
け
複
雑
で
根
割●、

が
深
い
と
い
う
こ
と
か
。
従
つ
蝋
■
●
●

●
●

て
編
集
部
へ
の
手
紙
、
電
話
な
瘡●●●

ど
反
響
が
今
一
つ
少
な
か
っ
た
馴

の
は
、
そ
の
辺
の
事
憎
に
よ
る
．
弱
●
●
●

Ｂ
●
ｇ

●
●
●

も
の
と
思
わ
れ
る
。
銘
．一一■一一一一

一
一●

●

●
●
●

●
●
●

●
０
句

●
●
●

■
●
●

。
●
一
一
■

－



一
一
一
一

一
鋤
存
廃
の
岐
路
に
立
つ
北
海
道

面
器
生
薬
公
社
。
十
回
に
わ
た
っ
て

冒
累
額
赤
字
の
裏
側
や
設
立
目
的

戦
を
喪
失
し
た
公
社
運
営
の
内

に
程
容
、
関
係
者
の
対
応
な
ど
を
探

一
罰
っ
て
み
た
が
、
最
終
回
は
問
題

一
徽
点
の
整
理
を
行
い
、
今
後
取
る

湾
べ
き
道
を
考
え
て
み
る
。

一
一
一蝋
先
送
り
で
深
刻
化

一
一
一
一戦
ま
ず
、
五
億
七
千
万
円
に
の

贈
ぽ
る
膨
大
な
累
領
赤
字
の
原
因

一
創
と
関
係
者
の
対
応
は
ど
う
だ
っ

一
蝋
た
の
か
１
．

’
一
壱
公
社
設
立
の
原
点
は
、
寒
地

副
農
業
の
確
立
と
流
通
機
構
の
整

鮒
備
な
ど
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
目

壹
的
と
は
裏
腹
に
、
処
理
能
力
を

職
超
え
る
原
料
買
い
付
け
、
直
営

順
農
場
の
失
敗
、
監
査
体
制
の
甘

一
冒
さ
…
な
ど
で
四
十
年
代
後
半
、

一
鮒
”
病
巣
坪
の
多
く
が
形
成
さ
れ

僖
轌
た
観
が
あ
る
。
こ
の
時
点
で

劃
〃
殿
様
商
法
〃
を
放
置
せ
ず
に
、

蝋
取
締
役
会
や
行
政
、
謹
会
が
メ

三
ス
を
加
え
れ
ば
…
と
の
悔
い
が

一
戦
残
る
。

糖
赤
字
体
質
を
引
き
継
い
だ
石

与
川
社
長
（
市
長
）
体
制
の
十
年

無
間
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
１
．

鰐
会
社
更
生
法
論
議
（
五
十
一

一●●●●●●ー●●●●●●一●●■■■○一●g｡●●●ー!

ー●●●●●●●q■■■Q●●0，0●ーoDqqg●●ー●00｡■●●ー’

ー●●●●●●ー■●g●Q●ー■■●●●●ｰ●●●e●0－
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110

鎮
灘
蕊
蕊

110

110

110

111

年
式
そ
の
後
の
営
業
利
益
好
転

と
い
う
二
つ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃

が
し
、
抜
本
的
な
再
建
策
を
先

送
り
し
た
こ
と
が
、
今
日
の
事

態
を
招
い
た
と
い
え
る
。
し
か

も
、
善
意
か
ら
行
っ
た
一
億
二

千
七
百
万
円
に
の
ぼ
る
個
人
保

証
額
が
、
公
社
経
営
を
よ
り
困

難
に
し
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

結
局
、
石
川
社
長
の
下
で
の

〃
先
送
り
体
質
“
が
、
問
題
を

深
刻
化
さ
せ
た
感
が
強
い
。

消
え
た
設
立
目
的

設
立
の
原
点
は
ど
う
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
Ｉ
Ｉ
Ｌ

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

公
社
で
加
工
・
調
整
す
る
生
薬

原
料
の
約
九
割
は
道
東
産
。
公

社
経
営
へ
の
不
安
感
、
コ
ス
ト

高
、
不
利
な
気
象
・
土
壌
条
件

が
重
な
り
、
地
元
栽
培
は
風
前

の
灯
。
農
協
も
生
薬
栽
培
に
は

消
極
的
だ
。
横
路
知
事
が
唱
え

る
一
村
一
品
運
動
の
先
駆
け
を

思
わ
せ
る
「
道
北
の
持
用
作
物

に
生
薬
を
ｌ
」
と
の
目
標
は
、

厳
し
い
現
実
の
前
に
色
あ
せ
て

010

010

110

110

110
整
理
を
考
え
る
時
、
先
細
り
の

既
存
商
品
、
ド
リ
ン
ク
原
料
の

枯
渇
な
ど
の
不
安
材
料
と
と
も

に
、
主
原
料
を
道
東
に
求
め
て

い
る
現
状
を
き
ち
ん
と
見
据
え

る
こ
と
が
大
切
だ
。

ほ
ど
遠
い
抜
本
策

公
社
の
存
廃
を
考
え
る
時
、

市
議
会
や
取
締
役
会
の
役
割
は

大
き
い
。
だ
が
、
現
状
は
市
議

会
内
部
の
分
裂
状
態
に
加
え
、

〃
頼
ま
れ
取
締
役
“
で
、
抜
本

し
ま
っ
て
い
る
。
地
元
農
家
、

関
係
機
関
が
再
び
栽
培
意
欲
を

取
り
戻
す
道
は
険
し
い
。

原
料
を
道
東
に
求
め
、
単
な

る
圭
薬
加
工
・
哩
蚕
云
社
“

に
な
っ
た
生
薬
公
社
。
再
建
．

ま
ず
債
権
の
軽
減
図
れ

111

OIO

110

最終回
110

謹
難
足
並
み
整
え
論
議
深
め
よ

論
議
の
中
か
ら
考
え
ら
れ
る
の

は
、
大
別
す
る
皇
④
整
理
・
解

散
か
②
再
建
を
図
る
か
Ｉ
の
二

点
だ
ろ
う
。
こ
の
中
の
整
理
・

解
散
と
い
う
の
は
『
こ
れ
以
上

市
や
道
に
財
政
的
負
担
を
か
け

な
い
た
め
、
こ
の
際
す
べ
て
を

渭
算
し
廃
業
し
て
し
ま
う
』
と

い
う
も
の
だ
。

こ
の
場
合
、
法
的
厚
は
破
算
、

ま
た
は
特
別
清
算
と
い
っ
た
形

と
な
り
、
累
積
赤
字
の
約
五
億

七
千
万
円
が
道
、
市
、
そ
の
他

の
償
権
者
に
ま
と
も
に
及
ぶ
こ

と
に
な
り
実
害
は
大
き
い
。
ま

た
、
同
公
社
で
働
く
職
員
、
臨

時
職
員
な
ど
は
た
ち
ま
ち
路
頭
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的
な
再
建
・
整
理
論
議
に
は
ほ
に
迷
う
恐
れ
も
あ
り
、
企
業
に

ど
遠
い
。
と
っ
て
は
最
も
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

民
間
会
社
で
は
通
用
し
な
い
で
悲
劇
的
な
結
末
だ
。

今
日
の
事
態
を
招
い
た
要
因
だ
が
、
議
会
や
市
民
の
中
に

に
、
両
者
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
は
、
大
多
数
で
は
な
い
に
し
て

甘
さ
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
原
点
も
、
あ
え
て
こ
の
整
理
・
解
散

に
戻
り
、
腹
を
割
っ
た
論
譲
を
を
求
め
る
声
が
少
な
く
な
い
こ

尽
く
す
こ
と
が
今
ほ
ど
大
切
な
と
を
付
け
加
え
ね
ば
な
ら
な

●時
期
は
な
い
。
い
。
も
ち
ろ
ん
整
理
・
解
散
と
い

整
理
・
解
散
の
道
う
こ
と
は
、
大
橋
に
あ
る
「
株

そ
れ
で
は
生
薬
公
社
の
今
後
式
会
社
北
海
道
生
薬
公
社
」
と

の
選
択
と
し
て
ど
の
よ
う
な
道
い
う
一
つ
の
企
業
が
姿
を
消
す

が
残
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ｌ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
名
寄

こ
れ
ま
で
の
生
薬
公
社
を
巡
る
市
と
道
が
過
去
十
四
年
間
に
わ

た
っ
て
築
き
上
げ
つ
つ
あ
っ
た

〃
生
薬
構
想
“
が
完
全
に
挫
折

す
る
一
一
と
を
意
味
す
る
。
道
や

市
の
手
を
離
れ
た
形
で
、
新
た

な
民
間
企
業
が
〃
生
薬
の
灯
“

を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
。
道
と
市
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
と
い
う
〃
お
墨
付
き
“
が

消
え
る
だ
け
に
現
時
点
で
、
そ

こ
ま
で
予
測
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。自

主
再
建
の
道
は

従
っ
て
牛
生
薬
の
灯
勿
を
消

さ
な
い
た
め
に
は
、
再
建
の
道

を
探
る
Ｉ
と
い
う
方
法
も
あ
ろ

う
。
だ
が
一
口
に
再
建
と
い
つ

た
い
。
債
権
の
カ
ッ
ト
は
や
ら

ず
自
主
再
建
の
方
向
で
い
き
た

い
。
ｌ
侭
権
カ
ッ
ト
が
で
き
な

い
理
由
は
、
市
長
の
個
人
保
証

の
分
に
対
す
る
見
通
し
が
た
た

な
い
た
め
で
な
い
の
か
。

市
長
そ
れ
を
恐
れ
て
と
い

う
こ
と
は
全
く
な
い
。
市
や
道

に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

’
五
億
七
千
万
円
の
債
務

を
抱
え
た
ま
ま
の
自
主
再
建
は

こ
れ
ま
で
の
過
ち
の
繰
り
返
し

に
な
る
心
配
は
な
い
か
。

市
長
借
金
を
丸
抱
え
で
は

同
じ
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
今
は
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●
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ｅ
●
凸
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Ｐ

て
も
そ
の
方
法
が
問
題
。
そ
こ

で
も
う
一
度
、
同
公
社
の
社
長

で
あ
る
石
川
市
長
に
質
問
を
試

み
た
、
そ
の
要
旨
は
Ｉ
。

Ｉ
生
薬
公
社
再
建
の
た
め

に
は
会
社
更
生
法
、
和
議
な
ど

法
的
な
手
段
に
訴
え
、
債
権
を

カ
ッ
ト
し
身
を
軽
く
す
る
以
外

に
方
法
は
な
い
の
で
な
い
か
。

市
長
公
社
の
再
建
が
基
本

で
あ
り
そ
の
た
め
に
苦
労
を
重

ね
、
一
億
四
千
万
円
の
個
人
保

証
も
し
て
き
た
。
経
営
体
制
は

民
間
の
力
を
入
れ
て
シ
ビ
ア
な

も
の
と
し
、
職
員
出
向
も
改
め

篝
綱

法
的
手
段
に
よ
る
会
社
整
理

▽
会
社
更
生
法
Ⅱ
窮
地
に
あ
る

企
業
の
再
建
が
目
的
。
法
的
に

最
も
強
力
だ
が
手
続
き
が
大
が

か
り
・
会
社
整
理
Ⅱ
商
法
（
三

対
道
折
衝
中
で
あ
り
私
な
り
の

考
え
も
負
債
の
軽
減
策
を
ポ
イ

ン
ト
と
し
、
公
社
の
経
営
内
容

を
民
間
的
色
彩
と
す
る
こ
と
だ

が
、
具
体
的
な
こ
と
は
今
の
段

階
で
い
え
な
い
。

以
上
が
石
川
市
長
の
現
段
階

で
の
見
解
で
あ
り
、
と
り
あ
え

ず
は
、
市
と
道
の
間
の
話
し
合

い
の
進
展
を
注
目
し
な
く
て
は
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八
一
条
）
に
よ
る
も
の
で
最
で
完
全
分
配
を
目
的
と
し
て
い
劃

も
隠
や
か
な
措
置
。
債
權
者
の
る
の
が
破
産
と
特
別
清
算
。
破
娩
■
■
●

個
別
的
な
同
意
が
必
要
▽
和
議
産
は
破
産
法
に
よ
る
債
権
者
に
言
■
●

●
●
。

■
０
●

Ⅱ
事
業
の
維
持
更
生
を
図
り
、
公
平
・
平
等
な
配
当
を
行
う
の
蝋

破
算
宣
告
を
防
止
す
る
の
が
目
が
目
的
。
特
別
清
算
は
商
法
（
婿●●
●
●
●

■
■
●

的
。
以
上
が
会
社
事
業
の
維
持
四
三
一
条
）
に
よ
り
厳
正
な
財
副●●

を
目
的
と
し
た
法
的
手
段
。
”
函
”

産
配
分
を
行
う
の
が
目
的
。
…●●●
●
。
ｇ
■
■
一

一
一
一

こ
れ
に
対
し
倒
産
套
社
と
し
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な
ら
な
い
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な
ど
が
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
手
段
は
〃
倒
産
″
．
．
一
一
一

求
め
ら
れ
る
勇
断
難

と
い
う
名
の
も
と
に
行
わ
れ
、

●
●
●

●
Ｃ

一
一
一

し
か
し
そ
の
結
果
が
、
単
に
恢
権
の
カ
ッ
ト
が
な
さ
れ
る
。
．
．

。

●
。
●
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●
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■
●
●

問
題
の
先
送
り
的
な
措
置
に
な
市
、
道
、
償
権
者
に
実
害
が
及
罰●●

■
●
●

る
よ
う
な
ら
む
し
ろ
、
法
的
な
ぴ
、
関
係
機
関
に
と
っ
て
は
勇
黙
■
●

手
段
に
訴
え
て
い
く
べ
き
で
あ
断
の
必
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
三●●
●
●
■

●
ｅ
■
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●

ろ
う
。
再
建
を
目
的
と
し
た
法
公
社
再
生
の
道
は
、
ま
ず
身
を
劃

一
的
手
段
に
は
、
会
社
更
生
法
、
軽
く
し
て
新
し
い
出
発
を
行
熱
●
●
●

●
●
●

●
●

一
商
法
に
よ
る
会
社
整
理
、
和
議
い
〃
信
頼
さ
れ
る
生
薬
公
社
″
．
、
一
一
一

。
Ｑ
●

●
●
■

が
よ
み
が
え
れ
ば
、
同
公
社
の
嚥

綴
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